
調
査
研
究
活
動
報
告

越
前
に

お

け
る
法
華
宗
の
展
開
と
法
華
経
信
仰
敦
賀
・
河
野
浦
・
一
乗
谷
を
結
ぶ
も
の

コ
o
唱
o
ユ
o
コ
一
コ
＜
o
o
吟
這
冬
o
コ
鋤
孟
コ
Φ
⑩
8
「
9
＞
旦
く
ξ

古
川
元
也

は
じ
め
に

が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
法
華
宗
の
北
陸
布
教

の
展
開
に
つ
い
て
、
石
造
物
の
造
立
を
援
用
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
能
登
・
越
前
を
中
心
と
す
る
北
陸
地
方
一
帯
に
は
、
塔
の
身
部
に
五
輪
塔
や
笠
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

婆
を
刻
出
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
板
碑
型
・
石
禽
型
の
石
造
物
が
分
布
す
る
。
さ

き
に
こ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
は
編
年
分
析
を
行
い
、
分
布
が
応
永
か
ら
永
禄
年
間

に
収
敵
す
る
こ
と
と
題
目
を
記
す
も
の
が
多
い
こ
と
を
政
治
的
文
脈
の
中
で
捉
え
て

　
（
2
）

み

た
。
本
稿
で
は
前
稿
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
敦
賀
市
松
島
町
に
合
祀
さ
れ
て
い

る
石
造
物
群
を
取
り
上
げ
、
加
え
て
交
通
の
要
路
に
沿
っ
た
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
朝
倉
氏
統
治
下
の
越
前
で
は
、
一
向
宗
に
対
峙
す
る
形
で
の
他
宗
教
の
存
在
が
既

に
云
わ
れ
て
久
し
い
が
、
史
料
的
制
約
も
相
侯
っ
て
解
明
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状

で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
政
治
的
文
脈
の
中
か
ら
天
台
宗
真
盛
派
と
朝
倉
氏
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
論
じ
て
い
る
も
の
に
水
藤
眞
氏
の
研
究
が
あ
り
、
一
乗
谷
の
石
造
物
群
に
残
る
徴

証
か

ら
、
朝
倉
氏
の
宗
教
的
意
図
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
当
該
期
越
前
に
布
教
を
展
開
し
て
い
た
勢
力
に
は
他
に
曹
洞
宗
、
法
華
宗
等
が
あ

り
、
真
盛
派
の
み
な
ら
ず
そ
れ
ら
諸
宗
教
の
展
開
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
必
要

0
松
島
地
区
の
小
型
石
造
物

　
今
回
調
査
を
行
っ
た
福
井
県
敦
賀
市
松
島
町
の
石
造
物
群
は
笙
ノ
川
の
西
岸
北
部

に

あ
り
、
先
に
報
告
を
完
了
し
た
鋳
物
師
地
区
の
北
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
存

在
す
る
（
地
図
1
参
照
）
。
現
在
は
禅
宗
寺
院
永
建
寺
墓
域
西
南
の
一
角
に
「
松
川

地
蔵
」
と
し
て
合
祀
さ
れ
、
気
比
神
社
か
ら
西
に
延
び
る
道
に
面
し
て
い
る
。
こ
の

道
路
は
比
較
的
近
年
開
通
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
整
理
・
集
積
さ
れ
た
石
造
物
群

が
永
建
寺
脇
に
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
永
建
寺
無
縁
墓
石
群
の
様
相
を
呈
し
て
は

い

る
が
、
禅
宗
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
は
多
く
な
く
、
ひ
と
ま
ず
永
建
寺
と
は

切
り
離
し
て
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
題
目
を
記
す
石
造
物
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い

う
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
群
に
近
い
構
成
を
持
つ
。

　
石
造
物
群
の
大
半
は
屋
根
と
囲
い
か
ら
な
る
屋
外
の
施
設
に
集
積
さ
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
も
の
は
小
屋
内
に
合
祀
さ
れ
、
「
若
越
八
拾
八
ケ
所
第
八
拾
六
番
札
所

鋳

物
師
松
中
地
蔵
菩
薩
」
と
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
お
よ
び
文
中
の
全
景
写
真
参
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敦賀（1／25000、国土地理院、昭和51年）地図1

照
）
。
小
屋
は
比
較
的
近
年
の
も
の
で
、
屋
内
屋
外
の
区
分
に
は
大
き
な
意
味
は
な

く
、
全
体
を
群
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。

　
合
祀
形
態
は
屋
内
・
屋
外
と
も
中
心
に
主
尊
を
安
置
す
る
（
次
頁
写
真
M
加
．

却
）
。
こ
れ
は
当
初
よ
り
主
尊
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
な
石
仏
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
他
よ
り
大
き
い
石
仏
を
信
仰
の
中
心
に
据
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
屋
内
の

主

尊
は
殊
に
大
き
く
立
派
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
現
在
地
よ
り
鋳
物
師
地
区
よ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

路
傍
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
石
造
物
群
全
体
の
特
徴
は
、
身
部
に
五
輪
塔
、
笠
塔
婆
や
文
字
を
刻
出
す
る
こ
と

で

あ
る
。
刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
は
比
較
的
磨
滅
が
少
な
く
、
か
な
り
の
程
度
判
読
し

う
る
。
こ
れ
は
、
鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
と
同
様
、
土
中
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
も
の

が
多
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
『
敦
賀
郡
誌
』
に
「
永
建
寺
裏
門
外
登
掘
［
大
正

三
年
十
二
月
］
」
な
ど
と
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
松
島
の
石
造
物
群
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
右
記
の
『
敦
賀
郡
誌
』
二

　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

九
一
五
年
）
の
ほ
か
梅
原
末
治
氏
（
一
九
一
五
年
）
、
近
年
で
は
増
永
常
雄
氏
二

九

七
九笹
橋
詰
久
幸
氏
（
一
九
▲
㊥
に
よ
る
も
の
が
あ
る
・
但
し
各
論
は

石
造

物
中
の
優
品
を
数
点
取
り
上
げ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
松
島
石
造
物
群
に
つ
い

て

論

じ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
第
一
章
で
は
松
島
石
造
物
群
を
悉
皆
的
に

取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
と
特
徴
を
検
討
し
た
い
。

1
　
調
査
の
方
法

　
調
査
は
一
九
九
八
年
七
月
十
日
よ
り
十
二
日
の
三
日
間
（
曇
天
、
一
時
雨
）
で
行

っ

た
。
松
島
町
の
合
祀
場
所
は
屋
外
と
屋
内
に
分
け
て
石
造
物
を
安
置
す
る
が
、
屋

外
・
屋
内
の
順
で
群
全
体
を
調
査
し
た
。
屋
外
の
石
造
物
群
は
雛
壇
状
に
設
け
ら
れ

た
安
置
場
所
に
整
然
と
安
置
さ
れ
る
も
の
と
、
後
に
運
び
込
ま
れ
た
石
造
物
を
集
積

し
た
も
の
か
ら
な
る
（
次
頁
写
真
「
全
景
（
そ
の
2
）
」
参
照
）
。
後
者
に
つ
い
て
は

極
力
記
録
に
努
め
た
が
、
一
部
の
石
材
破
片
は
省
略
し
た
。

　
各
石
造
物
は
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
移
動
可
能
で
、
後
日
特
定
で
き
る
と
は
限
ら
な
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古川元也［越前における法華宗の展開と法華経信仰］

い

が
、
仮
番
号
を
付
し
た
。
手
順
は
雛
壇
の
正
面
向
か
っ
て
左
側
下
段
右
端
か
ら
上

へ

、
右
側
下
段
右
端
か
ら
上
へ
、
屋
内
安
置
の
石
仏
、
屋
外
両
脇
の
石
造
物
の
順
で

番
号
を
付
し
た
。

　
個
々
の
石
造
物
は
法
量
（
縦
・
横
幅
・
奥
行
厚
）
、
外
形
（
笠
塔
婆
・
↓
石
五
輪

塔
・
板
碑
型
・
石
寵
型
）
、
身
部
彫
刻
（
五
輪
塔
・
笠
塔
婆
・
文
字
、
単
塔
・
双
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の

別
）
、
記
銘
等
を
調
査
し
た
。
銘
文
を
持
つ
も
の
は
拓
本
を
も
採
取
し
た
。
調
査

の

結
果
に
先
行
研
究
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
（
後
掲
）
。
こ
の
内
、

優
品
に
つ
い
て
は
口
絵
で
取
り
上
げ
、
そ
の
他
指
標
と
な
る
外
形
を
持
つ
も
の
、
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

文
を
も
つ
な
ど
は
後
掲
の
図
版
に
取
り
上
げ
た
（
表
1
恥
の
ゴ
チ
ッ
ク
数
字
）
。
照

合

困
難
な
個
体
も
含
め
て
数
点
の
既
知
石
造
物
が
今
回
調
査
で
き
な
か
っ
た
の
は
残

　
　
　
　
ヘ
ロ
　

念
で
あ
っ
た
。

2
　
分
類

個
々
の
石
造
物
の
流
通
を
考
え
る
ヒ
で
、
石
の
形
態
的
特
徴
や
材
は
有
力
な
手
が

騨灘灘灘響繋嚢難一　　　　’畷1縫雛灘鑛懇嚢影麺ぴ　　〔一

全景（その2）　松川の板碑・石仏群は屋外と屋内に合祀される。屋外の合祀場所

（左）には「松川地蔵」とする額がかかる。屋内の合祀場所（右）は若越八十八カ所第八

十六番札所である。

Nα207　屋外合祀場所の主尊Nα250　屋内合祀場所の主尊
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〔
1
3
）

か

り
を
与
え
て
く
れ
る
以
上
、
何
ら
か
の
分
類
を
施
す
必
要
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

松
島
石
造
物
群
は
、
細
部
に
至
る
多
様
性
が
あ
り
、
細
分
化
し
す
ぎ
る
こ
と
は
分
類

そ
の
も
の
の
意
味
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
個
々
の
石
造
物
を
あ
え
て

分
類
せ

ず
に
、
表
1
の
項
目
に
基
づ
い
た
分
類
上
の
問
題
点
を
述
べ
て
お
く
こ
と

　
　
（
1
4
）

に
す
る
。

a
　
外
形
お
よ
び
頂
部
の
形
態
と
石
材
の
関
係
に
よ
る
分
類

　
外
形
は

笠
塔
婆
・
五
輪
塔
（
一
石
五
輪
塔
）
・
板
碑
型
・
石
寵
型
・
石
仏
の
五
類

型

に
区
別
で
き
、
石
材
は
白
色
の
勝
る
花
簡
岩
、
黒
色
の
勝
る
花
山
岡
岩
、
そ
の
他
に

区
分
し
う
る
。
石
造
物
の
外
形
と
石
材
は
あ
る
程
度
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
笠
塔
婆
と
五
輪
塔
は
少
数
で
、
両
者
と
も
個
々
の
部
材
が
亡
失
も
し
く
は

分
解

し
、
笠
塔
婆
の
身
部
や
地
輪
の
み
（
石
柱
状
の
個
体
）
が
残
存
し
て
い
る
。
こ

れ

ら
は
堅
緻
な
印
象
の
、
風
化
を
生
じ
や
す
い
白
色
の
勝
る
花
闘
岩
か
ら
大
半
が
作

ら
れ
て
い
る
。
亡
失
部
分
も
多
く
、
材
も
一
様
な
の
で
外
形
や
材
に
よ
る
細
分
類
は

必
要
な
か
ろ
う
。

　
石
仏
も
石
材
と
の
関
係
か
ら
区
分
は
明
瞭
で
あ
る
。
表
1
で
石
仏
1
と
し
た
も
の

は
、
薄
い
赤
み
を
帯
び
た
白
色
が
勝
る
花
筒
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
材
は
し
ば

し
ば
風
化
が
進
ん
で
お
り
表
面
は
磨
滅
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
石
仏
の
外
形
は
楕

円
形
で
中
央
に
石
仏
座
像
を
彫
り
だ
し
て
い
る
。
一
方
、
石
仏
n
と
し
た
も
の
は
、

硬
質
な
印
象
を
受
け
る
黒
色
が
勝
る
石
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。
石
仏
は
板
碑
型
・
石

寵
型
と
分
類
し
得
る
よ
う
な
外
形
・
頂
部
を
持
ち
、
石
仏
と
云
う
よ
り
は
板
碑
・
石

寵
型
石
造
物
の
身
部
に
仏
が
彫
り
込
ま
れ
た
と
解
釈
し
た
方
が
相
応
し
い
も
の
で
あ

る
。
材
も
後
者
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

　
板
碑

型
・
石
禽
型
と
す
る
も
の
は
そ
の
外
形
、
石
材
の
関
係
か
ら
最
も
多
様
性
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。
共
に
供
養
塔
で
あ
り
、
石
材
頂
部
の
形
態
に
着
目
し
て
板
碑
型

と
石
寵
型
に
区
分
し
た
。
板
碑
型
に
は
頂
部
が
山
型
に
尖
る
も
の
と
丸
い
も
の
が
あ

り
、
石
寵
型
は
身
部
と
別
材
・
同
材
を
問
わ
ず
寄
棟
状
屋
根
型
の
頂
部
を
持
つ
も
の

　
　
（
1
5
）

と
し
た
。
両
者
の
形
態
的
特
徴
と
多
様
性
（
分
類
要
素
）
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　
板
碑
型

（頂
部
山
型
）

　
　
分
類
要
素
1
　
条
線
…
な
し
・
一
条
線
・
二
条
線

　
　
分
類
要
素

2
　
側
枠
…
側
枠
無
・
側
枠
有
・
側
枠
上
部
丸
形

　
　
分
類
要
素
3
　
底
部
…
有
・
無
（
台
座
別
材
）

　
板
碑
型

（頂
部
丸
形
）

　
　
分
類
要
素
1
　
条
線
…
な
し
・
一
条
線
・
二
条
線

　
　
分
類
要
素
2
　
側
枠
…
側
枠
無
・
側
枠
有

　
　
分
類
要
素
3
　
底
部
…
有
・
無
（
台
座
別
材
）

　
石
寵
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
分
類

要
素
1
屋
根
…
屋
根
一
体
・
屋
根
別
材

　
　
分
類
要
素
2
　
側
枠
…
側
枠
無
・
側
枠
有

　
　
分
類
要
素
3
　
底
部
…
有
・
無
（
台
座
別
材
）

　
右
の
分
類
は
最
低
限
度
の
も
の
で
あ
り
、
よ
り
詳
細
に
区
分
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
た
と
え
ば
頂
部
が
山
型
の
も
の
に
も
角
度
に
は
相
違
が
あ
り
、
丸
形
の
も
の

に
も
自
然
石
の
形
態
を
残
し
た
と
思
わ
れ
る
石
材
か
ら
、
欠
損
に
よ
り
磨
滅
し
た
も

の

ま
で
多
様
性
が
あ
る
。
石
材
底
部
に
見
ら
れ
る
装
飾
（
蓮
華
座
）
や
整
形
処
理
の

仕
方
（
ノ
ミ
跡
を
何
処
ま
で
残
す
か
）
等
、
相
似
す
る
も
の
も
数
点
ず
つ
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
分
類
要
素
と
す
る
に
は
及
ば
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
禽
型
の
屋
根

に
は
、
屋
根
の
額
部
が
突
起
状
の
角
を
形
成
し
、
正
面
か
ら
見
る
と
板
碑
の
条
線
と

区
別
が
困
難
に
な
る
も
の
は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
板
碑
型
・
石
寵
型
石
造
物
の
石
材
は
、
組
成
分
析
を
実
施
し
た
わ
け
で
は
な
く
目

視

に
よ
り
、
黒
色
の
勝
る
花
闘
岩
・
砂
岩
質
の
も
の
・
青
味
を
帯
び
た
も
の
に
分
類

で

き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
風
水
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
厳
密
に
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
頂
部
が
丸
み
を
帯
び
た
も
の
は
水
成
岩
系
の
自
然
石
に
近
い
も
の
か
ら
形

成

さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
（
恥
7
4
・
m
・
田
・
団
・
蹴
）
。
特
異
な
も
の
に
は
青
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味
を
帯
び
た
も
の
が
一
点
（
M
鵬
、

明
ら
か
に
材
が
異
な
っ
て
い
る
。

口

絵
カ
ラ
ー
写
真
参
照
）
存
在
し
た
。
こ
れ
は

　
以
上
の

分
類
は

外
形
が
完
全
で

あ
る
場
合
に
可
能
で
、
一
部
欠
損
・
中
間
的
な
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

態
な
ど
分
類
に
苦
労
す
る
石
造
物
も
多
い
。
加
え
て
石
質
や
次
項
で
述
べ
る
身
部
の

彫
刻
ま
で
を
も
分
類
に
加
え
る
な
ら
ば
、
細
分
類
は
か
な
り
の
数
に
な
り
実
効
性
を

失
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

b
　
身
部
彫
刻
と
分
類

　
石
仏

を
除
き
、
個
々
の
石
造
物
身
部
に
は
五
輪
塔
（
単
塔
・
双
塔
）
・
笠
塔
婆

（単
塔
・
双
塔
）
・
そ
の
他
の
塔
（
多
宝
塔
・
宝
薩
印
塔
な
ど
）
・
文
字
（
題
目
・
念

仏
・
梵
字
）
の
い
ず
れ
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
笠
塔
婆
や
五
輪
塔
に
も
文
字
（
題
目

や
梵
字
）
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

ま
た
、
板
碑
型
・
石
寵
型
石
造
物
の
身
部
に
刻
ま
れ
る
塔
形
に
も
い
く
つ
か
の
類

型
が
認
め

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
分
類
要
素
と
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　
五
輪
塔

（単
塔
・
双
塔
）

　
　
分
類
要
素
1
　
火
輪
の
線
刻
（
軒
厚
を
示
す
と
思
わ
れ
る
）

　
　
分
類
要
素
2
　
火
輪
の
軒
反
（
反
り
の
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
）

　
　
分
類
要
素
3
　
水
輪
の
扁
平
率
（
真
円
に
近
い
も
の
と
楕
円
に
近
い
も
の
）

　
　
分
類
要
素
4
　
地
輪
の
基
壇
（
地
輪
の
下
に
更
に
基
壇
が
あ
る
も
の
）

　
笠
塔
婆
（
単
塔
・
双
塔
）

　
　
分
類
要
素
1
　
笠
塔
婆
の
塔
身
（
長
・
短
）

　
多
宝
塔
（
単
塔
）

　
宝
俵
印
塔
（
単
塔
）

　
右
の
塔
形
彫
刻
に
加
え
て
文
字
（
題
目
・
梵
字
）
が
記
さ
れ
る
場
合
と
、
石
造
物

身
部
に
直
接
文
字
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
松
島
地
区
で
は
五
輪
塔
彫
刻
に
は
梵
字
が

刻
ま
れ
題
目
は
な
く
、
直
接
刻
ま
れ
る
も
の
に
は
題
目
ば
か
り
で
、
梵
字
や
念
仏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

み
を
刻
す
る
も
の
は
な
い
。

　
五
輪
塔
と
身
部
に
五
輪
塔
を
彫
刻
す
る
石
造
物
に
関
連
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い

の

は
、
馳
梛
の
一
石
五
輪
塔
の
形
態
で
あ
る
（
写
真
参
照
）
。
石
造
物
の
身
部
に
刻

さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
形
態
の
一
石
五
輪
塔
で
あ
っ
て
、
身
部
彫
刻
の
あ
る
石
造
物

（供
養
塔
）
は
塔
を
内
包
す
る
塔
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
板
碑
の
形
態
論
に

つ
い
て

論
及
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
石
造
物
の
身
部
に
五
輪
塔
や
笠
塔
婆
を
刻
す

行
為
は
、
各
塔
を
建
立
す
る
行
為
の
具
象
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
輪
塔
や
笠

塔
婆
の
作
成
よ
り
も
簡
便
な
身
部
へ
の
形
態
彫
刻
が
普
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

a
・
b
で
述
べ
た
細
分
類
は
最
低
限
度
の
も
の
で
あ
る
。
図
版
に
は
典
型

的
な
特
徴
を
持
つ
も
の
を
「
指
標
石
造
物
」
と
し
て
後
掲
し
た
。
特
徴
を
併
記
し
て

あ
る
の
で
本
文
と
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

c
　
石
造
物
の
編
年
か
ら
見
た
造
塔
の
変
化
と
分
類

　

つ

ぎ
に
表
2
で
示
し
た
の
は
、
身
部
彫
刻
に
紀
年
が
見
ら
れ
る
石
造
物
を
表
1
か

ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
造
物
群
の
中
に
は
、
紀
年
の
な
い
も
の
の
題
目
や
逆

修
銘
を
持
つ
も
の
も
多
々
あ
る
が
、
編
年
を
作
成
す
る
観
点
か
ら
そ
れ
ら
は
敢
え
て

除
外
し
た
。
参
考
ま
で
に
外
形
・
彫
刻
・
文
字
（
題
目
・
梵
字
）
の
関
係
は
示
し
て

あ
る
。

　
表
か

ら
直
ち
に
一
般
化
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
お
よ

そ
次
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
よ
う
。

　
ま
ず
外
形
と
し
て
は
、
笠
塔
婆
が
古
く
、
石
禽
型
と
板
碑
型
の
混
在
期
が
続
き
、

板
碑
型
に
な
る
。
石
寵
で
あ
れ
板
碑
で
あ
れ
身
部
の
彫
刻
は
五
輪
・
笠
塔
婆
・
単
塔

・

双
塔
と
そ
れ
ぞ
れ
多
様
で
あ
り
、
外
形
と
彫
刻
の
相
関
は
無
い
と
考
え
て
良
い
。

　
次

に
身
部
の
彫
刻
は
、
笠
塔
婆
単
塔
か
ら
笠
塔
婆
双
塔
・
五
輪
双
塔
、
の
ち
題
目

の

み

を
刻
む
も
の
へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
う
ち
笠
塔
婆
を
刻
す
も
の
は
一
例
（
文
字

磨
滅
の
可
能
性
も
あ
る
）
を
除
き
全
て
題
目
を
刻
し
て
お
り
、
五
輪
塔
を
刻
す
も
の
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表

2
　
松
島
石
造
物
群
の
資
料
編
年

外
形
　
　
彫
刻
　
　
文
字

編
年

法
　
名

笠
塔
婆

笠
塔
婆

板
碑
型

石
禽
型

板
碑
型

石
禽
型

板
碑
型

石
寵
型

板
碑
型

石
禽
型

石
禽
型

板
碑
型

石
禽
型

題
目
　
　
　
（
題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

笠
塔
婆
　
　
　
（
題
目
）

笠
塔
婆
双
塔
（
題
目
）

笠
塔
婆
　
　
（
題
目
）

笠
塔
婆
　
　
　
（
題
目
）

笠
塔
婆
　
　
　
（
題
目
）

宝
薩
印
双
塔
（
題
目
）

笠
塔
婆
双
塔

（題
目
）

笠
塔
婆
双
塔

多
宝
塔

一
石
五
輪
塔

石
禽
型

板
碑
型

石
禽
型

板
碑
型

板
碑
型

題
目
笠
塔
婆

　
　
梵
学

五
輪
双
塔

五
輪
双
塔

笠
塔
婆
双
塔

笠
塔
婆
双
塔

題
目

板
碑
型
　
梵
字

板
碑
型
　
題
目

板
碑
型
　
笠
塔
婆

（年
未
詳
の
も
の
）

笠
塔
婆

板
碑
型

石
寵
型

板
碑
型

石
禽
型

板
碑
型

　　　　　　　　　　 　　　　　題題題梵梵梵題題
目目目字字字目目
）　）　）　）　）　）　）　）

（梵
字
）

（題
目
）

（題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

笠
塔
婆
双
塔
（
題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

題
目
　
　
　
（
題
目
）

享
徳
二
年
六
月
二
十
二
日

応
永
二
十
年

永
享
十
一
年
九
月
二
十
口
日

文
安
三
年
八
月
二
十
口
日
／
六
月
十
二
日

文
安
三
年
十
二
月
二
十
一
日

長
禄
元
年
八
月
四
日

長
禄
口
年
七
月
二
十
八
日

寛
正
四
年
十
月
二
十
九
日
／
八
月
十
二
日

文
明
三
年
二
月
三
十
日

文
明
六
年
十
一
月
口
口
／
二
月
口
四
日

文
明
十
五
年
八
月
吉
日

文
明
十
七
年
二
月
十
五
日

明
応
元
年
十
二
月
八
日

明
応
十
年
三
月
二
十
二
日

永
正
十
一
年
七
月
二
日

大
永
口
年
三
月

天
文
九
年
八
月
二
十
九
日

天
文
十
一
年
二
月
二
十
四
日

天
文
二
十
四
年
六
月
四
日

／
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

永
禄
元
年
正
月
十
二
日

永
禄
五
年
三
月
五
日

永
禄
十
年
一
月
十
一
日

口
口
二
年
二
月
口
日

　
　
　
六
月
二
十
八
日
／
十
二
月
二
十
日

　
　
　
十
月
口
六
日

　
　
　
口
月
十
二
日
／
口
月
十
七
日

　
　
　
口
月

　
　
　
　
二
十
五
日
／
二
十
九
日

連
名

連連連連
名名名名

連連連
名名名

連
名

連
名

連
名

は

梵
字
を
刻
む
相
関
が
見
ら
れ
る
。
梵
字
は
宗
派
を
特
定
し
得
な
い
が
、
笠
塔
婆
す

な
わ
ち
題
目
を
刻
む
も
の
は
法
華
宗
関
連
遺
物
と
断
定
で
き
る
。
ま
た
、
表
に
は
連

名
法
名
の
有
無
に
つ
い
て
も
示
し
た
が
、
双
塔
の
発
生
と
連
名
の
法
名
の
発
生
が
ほ

ぽ

同
時
に
見
い
だ
さ
れ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
五
輪
で
あ
れ
笠
塔
婆
で
あ
れ
、
塔

の

そ
れ
ぞ
れ
が
各
個
人
の
供
養
塔
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
合
祀
形
態
を
双
塔
と
し

て

具
象
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
推
測
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
初
笠

塔
婆
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
が
、
板
碑
型
も
し
く
は
石
寵
型
の
身
部
に
取
り
込
ま

れ

る
形
で
彫
刻
さ
れ
、
個
人
供
養
か
ら
夫
婦
の
合
祀
と
い
う
供
養
形
態
の
変
化
に
伴

っ

て

双
塔
の
形
態
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
傾
向
は
、
別
稿
で
触
れ
た
鋳
物
師
地
区
の
編
年
構
成
と
ほ
ぼ
同
一
の
結
果
で

も
あ
る
。3

　
松
島
石
造
物
の
造
立
主
体

　
最
後
に
松
島
石
造
物
群
の
造
立
主
体
（
宗
派
性
）
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
問
題
は
雄
弁
な
資
料
と
寡
黙
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
紀
年
銘
の
あ
る
石
造
物
遺
物
は
大
多
数
が
題
目
を
持
ち
、
笠
塔
婆

を
刻
む
法
華
関
連
遺
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
前
項
参
照
）
。
多
宝
塔
を
彫

刻
す
る
も
の
も
題
目
こ
そ
記
し
て
い
な
い
が
、
塔
の
性
質
か
ら
法
華
関
連
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
法
華
関
連
の
遺
物
が
、
た
ま
た
ま
文
字
を
記
す
こ
と
が
多
く
て
題

目
や
寂
年
を
刻
ん
で
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
事
実
を
松
島
石
造
物
群
の
宗
派
構

成
比
全
体

に
投
影
し
て
良
い
の
か
、
判
断
に
苦
し
む
。
結
局
法
名
と
年
記
の
み
で
は

宗
派
性
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
ず
、
題
目
か
念
仏
か
と
い
っ
た
こ
と
位
し
か
宗
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
1
9
）

云
々

に

は
結
び
付
か
な
い
。
前
項
の
結
果
か
ら
、
笠
塔
婆
を
刻
む
石
造
物
は
法
華
に

関
連
し
、
五
輪
塔
を
刻
む
石
造
物
は
関
連
し
な
い
と
云
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、

法
華
の
も
の
だ
け
が
紀
年
を
持
つ
こ
と
が
多
い
と
も
言
え
な
い
。
同
じ
越
前
で
も
、

一
乗
谷
石
塔
群
の
天
台
宗
真
盛
派
の
造
塔
に
見
ら
れ
る
如
く
反
証
は
多
い
。
年
号
を

記
す
中
に
も
禅
宗
関
連
の
も
の
は
存
在
す
る
。
松
島
の
も
の
で
も
M
瑚
（
「
道
珍
上
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座
」
）
と
M
卵
（
「
永
春
首
座
」
）
の
二
点
が
あ
る
。
首
座
も
禅
宗
の
用
語
で
あ
り
、

上
座

は
法
腸
の
高
い
上
位
僧
と
い
う
よ
り
は
曹
洞
宗
の
僧
階
と
み
な
し
た
ほ
う
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
0
）

く
、
地
理
的
条
件
か
ら
い
っ
て
も
永
建
寺
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
五
輪
塔
彫
刻
と
法
華
宗
の
関
係
も
、
能
登
の
金
榮
山
妙
成
寺
、
金
沢
市
三
谷
地
区

の
本
興
寺
、
後
に
触
れ
る
河
野
浦
常
慶
寺
に
も
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
題
目
を
記
す
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

証
の

な
い
も
の
の
法
華
関
連
と
す
る
可
能
性
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
以
上
の
事
実
か
ら
、
松
島
地
区
の
石
造
物
群
が
多
数
の
法
華
関
連
遺
物
を
含
む
こ

と
は
、
右
造
物
全
体
の
造
塔
主
体
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
鋳
物

師
地
区
の
石
造
物
と
同
様
な
紀
年
分
布
を
示
す
こ
と
（
応
永
年
間
～
永
禄
年
間
）
、

永
建
寺
に
関
係
す
る
石
塔
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
石
造
物
が
鋳
物
師
地
区
の

石
造
物
群
と
同
様
の
性
質
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

②
北
陸
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開

　
敦
賀
に
認
め
ら
れ
る
法
華
信
仰
の
精
神
的
基
盤
が
、
果
た
し
て
敦
賀
固
有
の
も
の

な
の
か
、
朝
倉
政
権
と
の
関
連
を
見
い
だ
し
越
前
全
体
に
広
範
に
見
い
だ
し
う
る
も

の
な
の
か
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

1
　
一
乗
谷
の
法
華
信
仰

　
朝
倉
氏
が
天
台
宗
真
盛
派
を
優
遇
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
朝
倉
一
乗
谷
か
ら
は
法
華
関
連
の
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
朝
倉
氏
が
一
向

宗
に
対
峙
す
る
勢
力
と
し
て
の
天
台
宗
真
盛
派
と
取
結
ぶ
の
で
あ
れ
ば
法
華
宗
に
対

し
て
も
同
様
の
優
遇
関
係
を
持
つ
可
能
性
は
あ
る
。
特
に
城
戸
ノ
内
、
朝
倉
館
に
近

い

入
地

谷
・
道
福
谷
か
ら
は
法
華
の
題
目
を
刻
ん
だ
五
輪
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
題
目
（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
を
部
分
的
に
で
は
あ
れ
記
す
も
の
を
数
え
る

と
一
四
二
点
に
及
び
、
一
宗
派
の
も
の
と
し
て
は
け
し
て
少
く
は
な
い
。

　
法
華
宗
側
が
朝
倉
氏
に
よ
る
擁
護
を
目
指
し
て
一
乗
谷
に
進
出
し
た
こ
と
は
容
易

に
推
し
量
ら
れ
、
同
時
代
史
料
で
は
な
い
も
の
の
宗
派
進
出
の
徴
証
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
（
2
3
）

「
本
勝
寺
歴
譜
」
は
近
世
の
編
纂
物
で
あ
る
が
、
「
同
年
（
応
永
三
十
四
年
）
六
月
付

当
寺
（
敦
賀
本
勝
寺
）
於
畳
圓
律
師
為
第
二
祖
、
而
日
従
上
人
者
退
当
地
、
趣
一
乗

ケ
谷
朝
倉
城
下
而
、
為
妙
法
伝
弘
建
於
一
宇
、
号
二
木
山
正
法
寺
　
、
於
是
霊
場
、

専
折
伏
弘
通
焉
」
と
あ
り
、
敦
賀
本
勝
寺
の
日
従
が
折
伏
弘
通
を
目
指
し
て
朝
倉
一

乗
谷
に
正
法
寺
を
開
山
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
従
は
「
永
享
三
年
辛
亥

正

月
二
十
八
日
、
於
越
前
一
乗
ケ
谷
正
法
寺
、
日
従
上
人
遷
化
、
行
年
八
十
三
歳

也
」
と
さ
れ
、
晩
年
ま
で
一
乗
谷
で
弘
通
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
本
勝

寺
と
一
乗
谷
の
関
係
は
「
本
勝
寺
歴
譜
」
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
信
仰
の
素
地
は
十

分
提
供
し
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
近
藤
喜
博
氏
の
紹
介
さ
れ
る
「
天
文
十
二
年
記
」
お
よ
び
「
日
本
書
紀
抄
」
と

蒙
求
」
の
奥
書
に
よ
れ
嘩
天
文
年
間
に
慶
隆
院
と
い
う
法
華
宗
の
僧
侶
が
莱

谷

に
お
い
て
清
原
宣
賢
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
る
。
関
係
す
る
部
分
を
示
せ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

　
　
清
原
宣
賢
自
筆
天
理
図
書
館
本
「
日
本
書
紀
抄
」
奥
書
（
関
係
部
分
の
み
）

　
　
（
中
冊
）

　
　
天
文
十
一
年
六
月
六
日
、
於
越
前
国
一
乗
谷
慶
隆
院
［
日
蓮
末
弟
］
講
之
、
毎

　
　
朝
講
之
、
十
三
日
上
巻
講
畢
、
八
ケ
度
、
同
九
月
八
日
講
始
、
十
五
日
終
八
ケ

　
　
度
、
日
蓮
末
葉
金
剛
院
発
起
、

　
　
（
下
冊
）

　
　
天
文
十
一
年
六
月
十
七
日
、
於
越
前
国
一
乗
谷
慶
隆
院
講
畢
、

　
　
同
年
九
月
廿
一
日
、
於
越
州
金
剛
院
発
起
、

　
上
冊
や

下
冊

に
は
他
に
も
天
文
十
二
年
や
十
五
年
の
年
記
を
持
つ
奥
書
も
あ
る

が
、
法
華
宗
関
係
と
断
定
し
う
る
の
は
こ
の
天
文
十
一
年
の
一
連
の
も
の
だ
け
で
あ

る
。
宣
賢
は
法
華
の
僧
に
限
っ
て
講
読
し
た
の
で
は
な
く
、
「
興
雲
軒
新
講
之
蔵
主

発
起
」
な
ど
と
禅
宗
の
僧
侶
に
も
講
じ
て
い
る
。

　
右
記

に
登
場
す
る
慶
隆
院
は
、
お
な
じ
く
清
原
宣
賢
自
筆
京
大
本
「
蒙
求
」
奥
書
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に
「
天
文
十
四
年
四
月
十
四
日
、
於
一
乗
谷
慶
隆
院
講
始
之
、
六
月
十
四
日
講
習
、

三
十
七
度
全
部
相
終
」
と
し
て
登
場
す
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
、
一
乗
谷
に
お
け
る
法
華
宗
寺
院
で
の
学
問
と
諸
本
の
書
写
は
永

禄
年
間
ま
で
徴
証
が
得
ら
れ
、
『
因
縁
抄
・
六
難
九
易
』
奥
書
に
「
永
禄
拾
年
極
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

十

八
日
　
羊
刻
二
書
畢
／
日
守
（
花
押
）
／
於
越
前
一
乗
谷
教
得
寺
」
と
あ
る
。
教

得
寺
は
同
寺
縁
起
（
福
井
市
に
移
転
現
存
）
に
よ
れ
ば
、
一
乗
谷
道
福
谷
口
よ
り
移

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

転
し
た
教
徳
寺
で
あ
る
。

　
右
記

に
挙
げ
た
慶
隆
院
は
「
文
明
十
二
年
記
」
五
月
五
日
条
に
お
い
て
、
府
中
祭

見
物
の
際
の
記
事
に
登
場
す
る
。

　
　
府
中
祭
為
見
物
、
家
君
御
供
申
、
今
日
、
自
一
乗
谷
罷
出
府
中
畢
、
興
隆
寺
之

　
　
内
［
法
華
堂
也
］
、
行
光
坊
落
付
者
也
、
自
兼
日
慶
隆
院
［
法
華
宗
、
家
君
別

　
　
而
御
知
者
也
］
彼
坊
之
儀
被
申
合
者
也
、
昨
日
依
雨
今
日
祭
延
引
、

　

こ
の
日
、
記
主
枝
賢
は
府
中
祭
見
物
の
た
め
に
家
君
宣
賢
の
御
供
を
し
て
府
中
に

出
か
け
て
お
り
、
府
中
で
の
逗
留
先
は
法
華
宗
の
堂
で
あ
る
興
隆
寺
行
光
の
坊
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
坊
の
手
配
は
、
家
君
が
眠
懇
で
あ
る
慶
隆
院
が
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
慶
隆
院
は
他
に
は
傍
証
と
な
る
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
京
都
本
隆
寺
五

世
慶
隆
院
日
諦
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
日
諦
は
永
禄
元
年
六
月
二
十
四
日
に
七

三

歳
で
寂
し
時
代
的
に
も
符
合
す
る
。
本
隆
寺
は
、
開
祖
（
常
不
軽
院
日
真
）
自
ら

が
改
宗
さ
せ
た
由
緒
寺
院
と
し
て
平
等
会
寺
、
本
興
寺
、
本
境
寺
の
三
本
山
を
そ
の

末
寺
と
し
て
越
前
国
に
持
ち
、
平
等
会
寺
は
朝
倉
義
景
の
信
仰
を
得
て
い
た
と
さ
れ

（2
7
）
る
。
こ
の
よ
う
な
北
陸
布
教
の
指
向
性
を
有
し
て
い
た
本
隆
寺
の
門
流
の
足
跡
が
一

乗
谷
に
見
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　

と
こ
ろ
で
三
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
』
（
1
）
に
よ
れ
ば
、
朝
倉
氏
の
屋

敷

に
近
く
、
付
近
か
ら
法
華
関
連
石
造
物
が
多
数
出
土
す
る
八
地
谷
の
Y
一
五
四

（六
一
×
四
一
・
八
×
一
四
）
に
は
題
目
を
身
部
中
央
に
刻
み
以
下
の
法
名
が
刻
ま

れ

た
板
碑
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
　
妙
法
蓮
華
経
　
七
世
父
母
六
親
春
属
／
妙
含
・
妙
慶
・
妙
陽
・
妙
光
・
妙
福
・

　
　
妙
報
／

日
英
・
妙
蓮
・
宗
椿
・
妙
徳
・
妙
性
・
妙
陰
／
英
林
・
天
沢
・
妙
因
・

　
　
妙
果
・
善
習
・
妙
全
／
子
春
・
妙
泉
・
妙
縁
・
妙
本
・
妙
菊
・
妙
繁
逆
修

　
英
林
の
名
を
刻
む
こ
の
板
碑
は
、
朝
倉
氏
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

さ
れ
る
。
外
形
も
他
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
が
、
法
名
が
数
多
く

記
載

さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
べ
き
で
あ
る
。
題
目
を
記
す
こ
の
板
碑
を
ど
う

理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
紀
銘
法
名
の
う
ち
英
林
・
子
春
・
天
沢
の
他
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
こ
れ
ら

は
明
ら
か
に
朝
倉
氏
歴
代
の
法
名
で
あ
り
、
英
林
は
初
代
孝
景
（
英
林
宗
雄
）
、
子

春

は
二
代
氏
景
（
子
春
宗
孝
）
、
天
沢
は
三
代
貞
景
（
天
沢
宗
清
）
に
該
当
し
よ

う
。
四
代
孝
景
（
大
岨
宗
淳
）
以
降
の
法
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
孝
景
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

に
造
立
さ
れ
た
と
考
え
得
る
か
、
明
ら
か
に
し
得
な
い
そ
の
他
の
法
名
は
一
族
の
者

で
あ
ろ
う
。

　
彼
ら
歴
代
の
四
字
か
ら
成
る
法
名
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
主
た
る
信

仰
は
禅
宗
の
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
華
（
題
目
）
の
板
碑
が
存
在
す

る
の
は
、
信
仰
の
あ
る
部
分
の
役
割
を
法
華
宗
が
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
題
目

を
刻
む
板
碑
を
建
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
慶
隆
院
の
活
躍
と
い
い
、
朝

倉
氏
が
あ
る
側
面
に
お
い
て
法
華
宗
を
庇
護
し
た
例
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
法
華
経
の
験
力
に
基
づ
く
当
時
の
信
仰
で
あ
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

と
え
ば
『
朝
倉
始
末
記
』
に
は
、

　
　
又
小
雨
降
リ
風
冷
シ
テ
、
雷
電
輝
々
ト
ス
ル
時
ハ
、
必
ズ
日
中
ニ
モ
合
戦
ス
ル

　
　
音

ノ
聞
ヘ
ケ
ル
ト
、
世
上
二
賛
歎
シ
ケ
ル
間
、
増
信
上
人
豊
原
寺
ノ
衆
僧
ヲ
催

　
　

テ
、
於
帝
釈
堂
法
華
経
ヲ
昼
夜
読
諦
ア
リ
、
「
卒
塔
婆
ヲ
立
テ
、
廻
向
ア
リ
ケ

　
　

レ
バ
、
其
ノ
翌
日
ヨ
リ
関
声
モ
止
ヌ
」
ト
人
々
申
ケ
ル
ナ
リ
、
去
バ
塔
婆
造
立

　
　
・
供
養
ノ
功
徳
ニ
ヨ
ツ
テ
、
修
羅
モ
念
怒
ノ
意
ヲ
ヤ
ハ
ラ
ゲ
、
亡
霊
モ
仏
果
ニ

　
　
イ
タ
ル
事
、
有
難
ト
ゾ
申
ケ
ル
、

　
　

国
主
貞
景
此
事
ヲ
聞
玉
ヒ
テ
、
諒
死
セ
シ
亡
魂
ノ
菩
提
ノ
為
、
翌
年
二
阿
波
賀

　
　
二
経
堂

ヲ
建
立
ナ
サ
レ
、
過
分
ノ
噺
達
ヲ
寄
附
ア
リ
、
毎
年
四
月
十
七
日
ヨ
リ
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廿
六

日
マ
デ
、
百
拾
人
ノ
衆
僧
集
来
ア
リ
テ
、
法
華
経
千
部
読
諦
在
之
、
干
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
）

　
　
到
テ
不
断
ナ
ル
、
誠
是
レ
現
世
安
隠
、
後
生
善
処
ノ
経
王
、
利
益
安
民
ノ
要
法

　
　
ナ
リ
、

と
あ
り
、
永
正
年
間
の
記
事
と
し
て
、
増
信
上
人
が
豊
原
寺
の
衆
僧
と
と
も
に
怨
霊

を
調
伏
す
る
記
事
が
あ
る
。
豊
原
寺
は
天
台
宗
（
現
在
廃
寺
）
の
寺
院
で
あ
る
が
、

帝
釈
堂
で
法
華
経
の
読
請
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
に
値
し
よ
う
。
読
経
の
主

体

は
法
華
宗
僧
で
は
な
い
が
、
塔
婆
・
回
向
の
験
力
は
法
華
経
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
て

お
り
、
塔
婆
に
法
華
経
が
記
さ
れ
刻
ま
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
貞
景

が
建
立

し
た
経
堂
で
は
法
華
経
千
部
の
読
諦
が
な
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
を
核
と
し

て

堂
宇
の
建
立
、
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
信
仰
の
素
地
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
法
華
経
受
容
の
構
造
が
存
在
し
た

の
で

あ
る
。
祖
師
信
仰
と
し
て
の
法
華
宗
信
仰
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
法
華
経
に
対

す
る
信
仰
と
し
て
の
法
華
信
仰
が
生
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
朝
倉
始
末

記
」
と
の
関
連
で
記
述
に
は
注
意
を
要
す
る
が
、
「
朝
倉
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
貞
景

の
代

に
「
其
後
（
註
：
永
正
四
年
）
建
立
於
洛
陽
清
水
寺
之
法
華
堂
不
断
経
勤
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

又
於
当
国
一
乗
谷
建
立
経
堂
、
毎
年
有
千
部
経
勤
行
」
と
あ
り
、
法
華
経
に
対
す
る

信
仰
の
濫
膓
が
、
洛
中
清
水
寺
法
華
堂
の
建
立
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
貞
景
．
孝
景

の
代
に

は
法
華
経
に
対
す
る
験
力
の
評
価
が
朝
倉
当
主
の
中
で
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

2
　
敦
賀
と
河
野
浦

　
当
時
敦
賀
か
ら
府
中
・
一
乗
谷
に
至
る
に
は
木
の
芽
峠
を
経
由
す
る
陸
路
と
敦
賀

か

ら
乗
船
し
河
野
浦
か
ら
西
街
道
を
進
む
二
経
路
が
存
在
し
た
（
地
図
2
参
照
）
。

物
資
の
輸
送
に
は
海
路
を
通
る
ほ
う
が
容
易
で
あ
り
、
河
野
浦
は
中
継
拠
点
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

運
輸
業
が
著
し
い
発
達
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
信
仰
伝
達
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
敦
賀
と
今
泉
の
地
理
的
関
係
を
考
え
て

み

た
い
。
日
像
の
上
洛
・
北
陸
布
教
に
際
し
、
河
野
浦
を
通
過
し
た
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
「
龍
華
歴
代
師
承
傳
」
に
は
「
師
行
至
越
之
敦
賀
津
、
時
海
村
向
暮
、
因

『
凝
鴛
，

雛
購
　
議
擁

、．

ぺ
・
“
野
＼
ー
ー
ノ

、、

、

可

匪」’1炉Lぷ．父、沸A一獺、‘，－1『z一ミ戦商団蹴』也冴

地図2　敦賀・河野・府中・一乗谷へのルート

　　　　（国土地理院の地勢図に加筆）
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常栖寺石禽型板碑

　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

憩
漁
家
傍
」
と
あ
り
、
西
街
道
経
由
で
河
野
浦
か
ら
敦
賀
に
至
っ
た
可
能
性
が
高

（3
5
｝い
。
日
像
の
遺
蹟
を
追
う
形
で
布
教
に
つ
と
め
た
諸
師
に
と
っ
て
今
泉
の
河
野
浦
が

教
線
拡
充
の
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
『
本
勝
寺
歴
譜
』
に

は

「
応
永
三
十
三
年
（
中
略
）
摂
州
尼
崎
本
興
寺
之
開
山
日
隆
上
人
来
干
当
地
、
伺

其
由
来
、
趣
越
中
州
浅
井
郷
、
帰
洛
之
節
、
同
年
八
月
八
日
今
泉
浦
乗
船
給
処
、
風

波
烈
敷
故
泊
色
濱
」
と
み
え
、
本
勝
寺
開
基
の
日
隆
が
北
陸
布
教
の
ル
ー
ト
と
し
て

今
泉
か
ら
乗
船
ル
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
西
街
道
と
日
本
海
航
路
の
中
継
点
で
あ
る
今
泉
の
浦
に
は
法
華
宗
寺
院

　
　
（
3
6
）

常
栖
寺
が
存
在
す
る
。
常
栖
寺
は
今
泉
浦
の
刀
禰
中
屋
常
慶
が
菩
提
寺
と
し
た
寺
に

起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
屋
一
族
に
つ
い
て
は
流
通
業
者
と
し
て
の
側
面
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
研
究
は
多
い
も
の
の
、
信
仰
の
側
面
が
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

れ
て

い

る
わ
け
で
は
な
い
。
今
泉
中
屋
氏
の
法
華
信
仰
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
中
屋
一
族
が
何
時
法
華
宗
に
入
信
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
在
も
境
内

に
祀
ら
れ
て
い
る
「
常
栖
寺
板
碑
型
五
輪
塔
」
に
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
慈
父
常

慶
逆
修
　
大
永
三
年
七
月
廿
四
日
／
慈
母
秀
栖
　
大
永
二
年
⊥
ハ
月
十
七
日
」
と
あ

り
、
常
慶
の
生
前
に
信
仰
の
濫
膓
が
認
め
ら
れ
よ
う
（
写
真
参
照
）
。
こ
の
板
碑
は

一
乗
谷
に
多
く
見
ら
れ
る
一
石
五
輪
塔
の
形
態
で
は
な
く
、
敦
賀
で
見
ら
れ
る
板
碑

型
の
供
養
塔
で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
具
体
的
に
は
敦
賀
鋳
物
師
地
区
に
酷

似
す
る
法
華
関
連
小
型
石
造
物
が
あ
る
。
石
寵
型
で
中
央
に
題
目
を
刻
み
蓮
台
が
突

出
し
て
い
る
形
態
、
夫
婦
双
刻
で
片
方
が
逆
修
銘
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
同
様
で
あ

（3
8
）
る
。
鋳
物
師
の
も
の
が
天
文
九
年
の
紀
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
常
栖
寺
の
も
の
と

ほ

ぼ

同
一
の
背
景
を
持
つ
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
栖
寺
に
は
こ
の
他
に
も
敦

賀
と
共
通
す
る
形
態
を
持
つ
石
造
物
が
あ
り
、
一
方
一
乗
谷
に
見
ら
れ
る
笏
谷
石
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
石
造
物
も
あ
り
、
両
地
域
と
の
通
行
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
中
屋
常
慶
は
置
文
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
寺
の
造
立
趣
旨
に
つ
い
て
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
〔
4
0
）

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
、
此
寺
を
つ
く
り
お
き
候
事
、
我
々
か
為
は
か
り
二
て
も
あ
ら
す
、
六
し
ん

　
　
　
け
ん
そ
く
為
こ
て
候
、
我
々
い
か
よ
う
こ
も
成
候
ハ
ん
の
ち
に
、
神
五
郎
．

　
　
　
与
三
二
郎
両
人
し
て
、
い
か
よ
う
二
も
し
ゅ
り
し
候
て
寺
を
た
や
さ
す
候

　
　
　
ハ
・
、
草
の
か
け
こ
て
も
、
ま
ほ
り
の
神
と
も
な
り
可
申
候
、
若
寺
た
や
し

　
　
　
候
ハ
・
、
草
之
か
け
ま
て
も
ふ
か
う
の
者
た
る
へ
く
候
、
本
行
坊
．
慶
り
う
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坊
・
神
五
郎
・
与
三
二
郎
四
人
者
共
、
う
お
と
水
と
の
こ
と
く
お
も
ひ
あ
い

　
　
　

候

て
、
公
方
・
私
の
事
も
談
合
し
て
、
中
屋
と
申
し
そ
ん
を
た
や
さ
す
候

　
　
　

ハ
・

、
神
ほ
と
け
も
、
御
ま
ほ
り
可
有
候
、

　
　
　
　
（
四
ケ
条
略
）

　
　
　
　
永
正
拾
壱
年
五
月
十
日
　
今
泉
中
屋
入
道
常
慶
　
（
花
押
）

　

こ
の
置
文
は
今
泉
中
屋
入
道
常
慶
か
ら
子
息
本
行
坊
・
慶
り
う
坊
・
神
五
郎
・
与

三
二
郎

に
対
し
て
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
条
に
は
菩
提
寺
の
造
立
主

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
脈
か
ら
「
本
行
坊
・
慶
り
う
坊
・
神
五
郎
・
与
三
二

郎
」
は
常
慶
の
息
子
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
子
々
孫
々
の
繁
栄
と
常
慶
夫
婦
な
き

後
の
協
調
が
祈
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
第
一
義
と
な
る
の
は
家
の
結
束
で
あ

り
、
法
華
信
仰
の
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
自
ら
が
「
ま
ほ

り
（
守
り
）
の
神
」
と
な
る
こ
と
や
「
神
ほ
と
け
（
仏
）
」
の
ご
加
護
が
あ
る
と
あ

る
ば
か
り
で
、
法
華
信
仰
を
示
唆
す
る
よ
う
な
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
と
題

目
を
記
す
板
碑
を
整
合
的
に
理
解
す
る
に
は
、
教
義
に
根
ざ
し
た
法
華
信
仰
に
常
慶

つ
い
て

い

た
と
云
う
よ
り
、
法
華
経
の
験
力
を
期
待
し
た
単
な
る
題
目
信
仰
の
み
を

取
り
入
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
い
。

　
置
文
に
「
両
人
し
て
、
い
か
よ
う
二
も
し
ゅ
り
し
候
て
寺
を
た
や
さ
す
候
ハ
・
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
両
者
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
俗
人
と
し
て
刀
祢
職
を
継
承
し
、

菩
提
寺
に
対
し
て
経
済
的
援
助
を
行
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
実

与
三
二
郎
は
常
慶
の
跡
目
を
継
い
で
い
る
。
一
方
本
行
坊
・
慶
り
う
坊
は
、
す
で
に

こ
の
永
正
十
一
年
の
段
階
で
坊
号
を
名
乗
っ
て
お
り
、
僧
侶
と
し
て
信
仰
の
側
面
で

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
置
文
に
は
「
孫
九
郎
と
申
者
、
い
か
や
う
の
れ
う
け
ん
も
し
候
て
、
此
寺
を
た

や

す
へ
き
た
く
ミ
条
々
候
、
こ
れ
ハ
て
ん
ま
か
入
か
ハ
り
た
る
者
二
て
候
」
や
「
与

三

二
郎
か

お
と
く
こ
ほ
う
し
ハ
、
て
き
ニ
ハ
な
り
候
共
、
与
三
二
郎
か
ミ
か
た
に

ハ

な
る
ま
し
き
者
二
て
候
」
と
あ
り
、
「
此
寺
」
を
絶
や
そ
う
と
試
み
て
い
る
者
を

非
難
し
て
い
る
。
ま
た
他
の
史
料
で
は
小
法
師
に
対
す
る
畑
地
の
分
与
を
禁
止
し
て

お
り
、
中
屋
常
慶
は
寺
に
対
す
る
信
仰
上
の
対
立
が
存
在
す
る
こ
と
と
寺
領
の
確
保

に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
永
正
年
間
に
寺
の
存
在
は
確
認
で
き
る

わ

け
で
あ
る
が
、
法
華
宗
で
あ
る
徴
証
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
文
政
十
三
年
の
寺
改
の
際
に
提
出
さ
れ
た
文
書
控
に
よ
れ
ば
、
大
本
山

を
京
都
本
隆
寺
と
し
、
大
永
七
年
開
基
と
す
る
。
そ
の
伝
記
に
は
「
但
本
山
本
隆
寺

四

世
本
栖
院

日
映
聖
人
ハ
、
当
浦
之
産
二
付
、
当
浦
へ
被
致
閑
居
就
、
大
永
七
年
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

亥
年
一
宇
建
立
被
致
候
而
、
号
常
栖
寺
と
、
当
年
迄
相
続
仕
来
候
」
と
あ
る
。
こ
の

大
永
七
年
開
基
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
本
山
本
隆
寺
の
四
世
日
映
が
開
基
と

い
う
記
述
は
注
目
に
値
す
る
。
「
西
野
家
文
書
」
に
は
本
行
坊
と
慶
り
う
坊
の
内
、

本
行
坊

に
関
す
る
も
の
数
点
を
含
み
、
お
そ
ら
く
本
行
坊
が
常
栖
寺
の
住
職
を
務
め

た
と
思
わ
れ
る
が
、
右
の
伝
記
を
信
用
す
れ
ば
、
本
行
坊
が
本
隆
寺
の
四
世
日
映
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

同
じ
く
「
常
栖
寺
文
書
」
に
は
「
当
山
由
緒
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
「
京
都
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

本

山
本
隆
寺
四
代
目
、
本
栖
日
映
上
人
ハ
御
俗
性
奉
尋
ハ
当
浦
之
産
ニ
シ
テ
、
中
屋

入

道
常
慶
之
御
子
息
也
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
更
に
慶
隆
院
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ

て
お
り
、

　
　
映
師
御
兄
弟
二
人
御
座
、
御
弟
慶
隆
紹
（
院
力
）
日
諦
上
人
ハ
、
平
等
会
寺
御

　
　
座
、
本
山
御
在
任
障
　
　
無
之
、
門
流
切
秀
故
、
本
隆
寺
五
祖
二
入
紹
ク
、

と
し
て
い
る
。
本
隆
寺
第
五
世
が
慶
隆
院
日
諦
で
あ
る
こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
も
明

ら
か
で
、
慶
隆
院
の
号
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
伝
記
の
伝
え
る
と
こ
ろ
は
正
し
い
と

み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
隆
寺
と
越
前
の
平
等
会
寺
は
本

山
と
由
緒
寺
院
の
関
係
に
あ
り
、
慶
隆
院
が
河
野
浦
の
産
と
し
て
北
陸
布
教
の
任
に

当
た
る
こ
と
も
妥
当
で
あ
る
。
推
測
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
清
原
宣
賢
の
「
天
文
十

二

年
記
」
に
「
慶
隆
院
［
法
華
宗
、
家
君
別
而
御
知
者
也
］
」
と
さ
れ
る
慶
隆
院

は
、
地
理
的
に
も
時
代
的
に
も
中
屋
常
慶
の
子
息
で
あ
る
慶
隆
坊
に
合
致
す
る
。
本

行
坊
・
慶
り
う
坊
と
さ
れ
な
が
ら
、
他
の
文
書
に
慶
り
う
坊
が
現
れ
な
い
の
は
、
河

野
浦
を
離
れ
て
他
の
地
域
で
布
教
に
専
念
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
↓
時
は
一
乗
谷
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に
も
出
向
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
な
れ
ば
朝
倉
と
法
華
を
結
ぶ
点
と
線
が
い
っ
そ
う
明
白
に
な
る
。
中
屋
常
慶

の

法
華
信
仰
は
一
乗
谷
と
河
野
浦
と
い
う
政
治
・
経
済
的
な
道
筋
に
沿
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
常
慶
が
一
乗
谷
に
赴
く
度
に
法
華
の
題
目
信
仰
を
受

容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
法
華
の
信
仰
を
一
族
の
結
束
に
利
用
し
浦
の
支

配

に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
中
屋
氏
が
、
常
慶
以
前
に
は
法
華
の
信
仰
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

は
敦
賀
西
福
寺
の
次
の
文
書
か
ら
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
（
前
欠
）

　
　
大
も
ん
か
と
五
郎
殿
よ
り
給
候
か
と
ふ
ミ
に
も
、
京
に
て
や
か
て
く
、
御
析

　
　
そ
く
と
く
わ
た
し
申
さ
れ
候
へ
と
、
か
と
ふ
ミ
の
は
し
か
き
に
せ
ら
れ
て
候
、

　
　
田
二
た
ん
の
分
、
ゑ
い
た
い
め
て
た
く
き
進
、
り
や
う
く
て
ん
た
る
へ
く
候
、

　
　
い
さ
い
此
御
そ
う
御
申
あ
る
へ
く
候
、
諸
事
期
面
之
時
、
恐
々
謹
言
、

　
　
閏
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
い
つ
ミ
中
や
右
衛
門
尉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
さ
い
ふ
く
寺
ま
い
る
人
々
御
中

　
　
　
　
　
（
切
封
）

　

こ
の
文
書
は
『
敦
賀
市
史
』
で
は
霊
供
田
寄
進
に
関
連
さ
せ
て
永
正
十
七
年
に
排

　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

列
さ
れ
て
い
る
が
、
閏
二
月
と
あ
る
の
で
、
様
式
か
ら
判
断
し
て
も
明
応
五
年
・
永

正
十
二
年
の
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
本
紙
部
分
が
欠
の
た
め
判
然
と
し
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
内
容
は
、
大
門
角
の
五
郎
か
ら
の
書
状
に
京
に
て
料
足
を
求
め
る
旨
が

記

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
田
二
反
を
霊
供
田
と
し
て
寄
進
す
る
こ
と
の
二
点
で
、
今

泉
の
中
屋
右
衛
門
尉
か
ら
西
福
寺
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
大
門
五
郎
が
在

京
し
て
お
り
、
中
屋
が
そ
の
手
紙
を
何
ら
か
の
流
通
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
取
り
次
ぐ
立

場

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
後
者
に
お
い
て
霊
供
田
の
寄
進
主
体
が
中
屋
で

あ
る
こ
と
、
「
い
さ
い
此
御
そ
う
（
僧
）
御
申
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
屋
は
西
福

寺
に
帰
依
す
る
俗
人
で
あ
ろ
う
。

　
彼
は
田
二
反
を
寄
進
し
て
お
り
、
後
生
の
供
養
を
西
福
寺
に
託
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
は
法
華
宗
に
帰
依
し
て
い
た
可
能
性
は
な
い
。
一

方
、
常
慶
が
置
文
を
作
成
す
る
の
が
永
正
十
一
年
、
そ
こ
で
は
す
で
に
菩
提
寺
の
造

立
趣
旨
を
述
べ
て
お
り
、
永
正
十
二
年
と
す
る
年
代
比
定
は
困
難
で
、
明
応
五
年
と

見
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
中
屋
は
寛
正
六
年
の
「
内
馬
借
中
定
書
」
に
「
い
ま
い
つ
ミ
中

屋
左
衛

門
所
へ
立
候
て
、
諸
事
商
す
へ
か
ら
す
、
又
左
衛
門
所
へ
出
候
里
荷
、
お
う

す
へ
か
ら
す
」
と
し
て
登
場
す
る
中
屋
左
衛
門
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ら
か
で
な
い
が
、
年
代
的
に
は
近
い
も
の
で
一
族
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
慶
長
年
間
の
赤
萩
村
と
の
論
争
に
際
し
て
は
、
法
華
宝
印
を
用
い
た

起
請
文
が
「
今
泉
浦
刀
祢
」
と
「
孫
三
」
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
頭
の
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

階
で
の
信
仰
は
確
実
な
徴
証
が
得
ら
れ
て
い
る
。
永
正
か
ら
大
永
年
間
に
か
け
て
中

屋
一
族
は
法
華
宗
へ
と
改
宗
し
、
以
後
常
慶
の
望
ん
だ
通
り
法
華
経
題
目
へ
の
帰
依

を
続
け
た
だ
け
で
な
く
、
両
子
息
は
京
都
本
山
の
管
長
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
北
陸
法
華
宗
諸
寺
院
の
縁
起
を
見
る
と
、
多
く
の
寺
が
同
様
な
縁
起
を
持
つ
こ
と

が
分
か

る
。
つ
ま
り
日
蓮
の
高
弟
日
像
の
北
陸
布
教
に
際
し
折
伏
さ
れ
て
密
教
寺
院

か

ら
改
宗
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け

て

第
二
の
ブ
ー
ム
と
呼
ぶ
べ
き
北
陸
布
教
が
展
開
さ
れ
、
京
都
各
本
山
の
諸
師
は
日

像
の

遺
蹟
を
求
め
て
再
び
北
陸
に
下
る
の
で
あ
る
。
本
稿
第
一
章
で
述
べ
た
石
造
物

の
造
立

と
分
布
は
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
出
来
事
で
あ
り
、
類
似
し
た
石
造
物
の
北
陸

分
布
が
教
線
の
展
開
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
た
。

　

と
こ
ろ
で
当
該
期
の
北
陸
に
は
本
願
寺
の
勢
力
が
強
大
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
相
次
ぐ
宗
教
的
対
立
に
加
え
て
、
織
田
信
長
に
よ
る
侵
攻
も
あ
る
。
そ
の

中
で
多
く
の
法
華
宗
諸
寺
院
は
文
書
類
を
こ
と
ご
と
く
散
逸
し
、
雄
弁
な
史
料
は
灰

儘

に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
石
造
物
は
完
全
な
る
破
壊
を
免
れ
て
現
在
に
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［越前における法華宗の展開と法華経信仰］……古川元也

至
っ
て
い
る
。
石
造
物
の
み
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
せ
い
ぜ
い
年
号
と
法
名
程
度
の

も
の
で
あ
り
、
限
り
な
く
少
な
い
が
、
そ
れ
を
何
と
か
断
片
的
な
文
献
史
料
と
突
き

合
わ

せ
、
敦
賀
、
河
野
、
一
乗
谷
を
結
ぶ
法
華
宗
の
教
線
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
6
）

き
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
法
華
宗
の
場
合
、
宗
旨
の
伝
播
が
領
主
層
の
支
持
を
得

て
、
交
通
の
要
路
に
沿
う
形
で
伝
播
し
て
い
る
点
は
他
の
地
域
で
も
看
取
で
き
る
。

中
屋
常
慶
の
如
く
港
湾
を
管
理
す
る
刀
禰
の
入
信
は
北
陸
布
教
を
目
指
す
法
華
宗
に

と
っ
て
は
重
要
で
あ
り
布
教
を
容
易
な
も
の
に
し
得
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
刀
禰
職
が

朝
倉
氏
の
政
治
権
力
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
教
線
の
展
開
は
朝
倉
に
よ
る
支
持
と
い
う
政
治
的
な
裏
付
け
を
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
一
乗
谷
城
戸
ノ
内
に
多
く
見
ら
れ
る
題
目
を
刻
ん
だ
石
造
物
群

も
朝
倉
と
法
華
宗
と
の
関
わ
り
の
中
で
発
生
し
た
も
の
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

［付

記
］
本
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
教
示
ご
協
力
を
得
ま
し
た

が
、
な
か
で
も
東
京
女
子
大
学
教
授
水
藤
眞
先
生
、
敦
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
課
社

会
教
育
指
導
員
橋
詰
久
幸
氏
、
同
文
化
財
調
査
員
川
村
俊
彦
氏
、
区
長
の
西
岡
稔
氏

に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
調
査

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
調
査
当
時
）
の
阿
部
能

久
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
は
一
九
九
七
年
度
鈴
渓
学
術
財
団
奨
学
金
、
お
よ
び
日
本
学
術
振

興
会
特

別
研
究
員
制
度
（
C
O
E
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
1
）
　
い
わ
ゆ
る
板
碑
・
笠
塔
婆
・
五
輪
塔
・
一
石
五
輪
塔
等
の
関
係
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は

　
　
諸
々
議
論
も
あ
ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
「
石
造
物
」
と
し
て
総
称
し
て
お
く
。
本
稿
で
小
型
石

　
　
造
物
と
し
た
も
の
は
、
高
さ
が
六
〇
糎
を
こ
え
る
も
の
が
稀
で
重
量
は
三
〇
か
ら
四
〇
冠
程
度

　
　
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
拙
稿
「
越
前
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
　
敦
賀
鋳
物
師
地
区
の
小
型
石
造
物
考
」
（
『
国
立

　
　
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
七
集
、
一
九
九
九
年
）
。

（
3
）
　
水
藤
眞
「
一
乗
谷
の
石
塔
・
石
仏
」
（
『
一
乗
谷
史
学
』
第
五
号
、
の
ち
加
筆
修
正
の
上
、
福

　
　
井
県
教
育
委
員
会
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所
編
三
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
』
1
　
銘
文

　
　
集
成
、
一
九
七
五
年
、
『
絵
画
・
木
札
・
石
造
物
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四

　
　
年
、
所
収
）
を
参
照
。

（
4
）
　
法
華
宗
は
近
世
期
以
降
、
法
華
宗
、
日
蓮
宗
と
い
っ
た
諸
派
に
名
称
分
化
す
る
が
、
本
稿
で

　
　
は
宗
祖
日
蓮
と
法
華
経
を
信
奉
す
る
教
団
の
意
で
「
法
華
宗
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
前
掲
拙

　
　
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
法
華
宗
」
の
中
に
も
教
義
的
対
立
を
伴
う
諸
派
が
分
流
し
て
い
た
こ

　
　
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

（
5
）
　
近
隣
の
方
々
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、
現
在
の
合
祀
場
所
は
小
川

　
　
に
沿
っ
た
湧
水
地
で
あ
り
、
道
路
の
開
通
に
伴
う
小
川
の
流
路
変
更
に
際
し
て
、
付
近
の
石
造

　
　
物
が
集
積
・
整
備
さ
れ
た
と
の
由
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
工
事
に
伴
い
発
掘
さ
れ
た
石
造
物
も

　
　
含
ま
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
第
四
編
社
寺
古
蹟
第
三
章
古
蹟
の
項
参
照
。
『
敦
賀
郡
誌
』
（
福
井
縣
敦
賀
郡
役
所
編
、
一
九

　
　
一
五
年
）
は
の
ち
臨
川
書
店
よ
り
復
刻
版
二
九
八
五
年
）
発
行
。

（
7
）
　
梅
原
末
治
「
越
前
敦
賀
郡
の
遺
蹟
遺
物
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
巻
第
八
号
、
お
よ
び
第
六

　
　
巻
第
四
号
、
と
も
に
一
九
一
五
年
）
。

（
8
）
　
「
越
前
・
若
狭
の
石
造
美
術
」
（
『
日
本
海
域
の
歴
史
と
文
化
』
、
一
九
七
九
年
）
。

（
9
）
　
橋
詰
久
幸
「
敦
賀
市
の
小
板
碑
」
（
『
敦
賀
市
史
研
究
』
二
号
、
一
九
八
一
年
）
。

（
1
0
）
　
本
稿
の
資
料
デ
ー
タ
と
先
行
研
究
の
デ
ー
タ
と
の
間
に
は
法
量
と
銘
文
の
二
点
に
若
干
の
差

　
　
が
あ
る
。
法
量
に
つ
い
て
は
本
調
査
で
は
時
間
的
制
約
も
あ
り
精
密
な
計
測
を
行
っ
て
お
ら
ず

　
　
概
数
（
五
粍
刻
み
）
で
あ
る
。
ま
た
、
前
回
調
査
さ
れ
た
後
、
欠
損
な
ど
が
生
じ
て
い
る
可
能

　
　
性
も
あ
る
。
銘
文
に
つ
い
て
は
完
全
に
再
読
し
、
そ
の
後
の
磨
滅
が
明
ら
か
で
、
文
脈
上
不
都

　
　
合
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
一
部
先
行
研
究
に
依
っ
た
。
併
せ
て
、
先
行
研
究
を
参
照
い
た
だ

　
　
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
表
の
石
造
物
番
号
は
図
版
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。
一
部
の
重
要
な
石
造
物
は
重
複
し
て
図

　

版
掲
載
し
た
。
拓
本
や
斜
光
を
照
射
し
た
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
は
石
そ
の
も

　
　
の
（
現
状
）
の
写
真
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。
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（
1
2
）
　
橋
詰
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
今
回
の
調
査
で
発
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
二
点
、

　
　
『
敦
賀
郡
誌
』
所
載
の
も
の
で
発
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
八
点
存
在
し
た
。
橋
詰
論
文
掲
載

　
　
の
も
の
は
、
1
石
寵
型
で
笠
塔
婆
単
塔
を
刻
す
も
の
（
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
文
明
十
七
年
卯

　
　
月
八
日
／
慈
父
妙
善
／
文
明
十
七
年
九
月
廿
七
日
／
慈
母
妙
信
／
妙
祐
」
）
、
2
笠
塔
婆
三
基
を

　
　
刻
す
も
の
（
明
応
十
年
五
月
十
七
日
）
で
あ
る
。
『
敦
賀
郡
誌
』
所
載
の
も
の
で
は
「
永
建
寺

　

裏
門
小
川
端
」
も
し
く
は
「
永
建
寺
」
と
あ
る
も
の
の
う
ち
、
1
文
明
十
五
年
の
五
輪
、
2
文

　
　
明
十
九
年
三
月
十
七
日
、
3
明
応
八
年
五
月
、
4
永
正
四
年
正
月
十
一
日
（
大
正
三
年
十
二
月

　
　
発
掘
）
、
5
永
正
十
四
年
三
月
二
十
三
日
、
6
永
正
十
五
年
八
月
十
六
日
、
7
大
永
八
年
閏
九

　
　
月
九
日
、
8
永
禄
九
年
六
月
、
の
各
石
造
物
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
内
1
は
、
『
敦
賀
郡

　
　
誌
』
に
「
○
右
日
本
金
石
年
表
（
奥
田
一
夫
）
に
収
録
す
と
錐
も
、
今
同
寺
に
於
け
る
所
在
詳

　
　
な
ら
ず
。
尚
可
尋
」
と
あ
る
。
両
者
は
重
複
し
な
い
た
め
一
〇
点
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と

　
　
に
な
る
。
移
設
に
よ
る
か
、
盗
難
に
よ
る
か
は
知
る
由
も
な
い
が
残
念
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
分
類
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
坪
井
良
平
が
木
津
惣
墓
の
分
類
に
際
し
て
用
い
た
分
類
法

　
　
（
外
形
・
線
刻
、
額
縁
の
有
無
）
や
（
「
山
城
木
津
惣
墓
墓
標
の
研
究
」
『
考
古
学
』
一
〇
ー

　
　
三
、
一
九
三
九
年
）
、
縣
敏
夫
「
板
碑
に
み
る
近
世
墓
塔
の
源
流
」
（
『
日
本
の
石
仏
』
四
一
、

　
　
特
集
　
墓
石
と
供
養
塔
、
一
九
八
七
年
）
、
坂
詰
秀
一
「
中
・
近
世
墓
標
研
究
の
回
顧
と
課

　
　
題
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
入
八
、
一
九
入
八
年
）
、
谷
川
章
雄
「
近
世
墓
塔
の
分
類
と

　
　
編
年
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
一
〇
哲
学
史
学
編
、
一
九
八
四

　
　
年
）
、
同
「
近
世
墓
標
の
類
型
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
八
八
、
一
九
入
八
年
）
な
ど
を

　
　
考
慮
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
前
掲
拙
稿
で
は
外
形
や
彫
刻
な
ど
か
ら
全
体
を
指
標
石
造
物
イ
～
ケ
に
分
類
し
た
（
イ
ロ
ハ

　
　
順
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
類
を
細
分
化
し
す
ぎ
た
た
め
に
個
々
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
も

　
　
の
も
出
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
反
省
し
、
敢
え
て
分
類
を
形
式
化
せ
ず
に
、
指
標

　
　
石
造
物
図
版
と
し
て
特
徴
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

（
1
5
）
　
身
部
に
同
様
な
彫
刻
を
持
つ
た
め
、
板
碑
と
石
寵
の
区
分
は
困
難
だ
が
敢
え
て
試
み
た
。
寄

　
　
棟
状
の
屋
根
を
持
ち
太
く
側
枠
を
顕
わ
し
て
い
る
も
の
は
、
堂
に
合
祀
さ
れ
た
五
輪
等
・
笠
塔

　
　
婆
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
う
る
た
め
石
禽
（
石
造
り
の
建
物
・
祀
堂
）
と
し
た
。
こ
の
石
造
物
に

　
　
つ
い
て
『
敦
賀
郡
誌
』
は
堂
墓
式
と
し
、
橋
詰
氏
は
石
禽
式
板
碑
と
さ
れ
る
。

（
1
6
）
　
現
状
で
は
屋
根
や
台
座
を
有
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
来
は
別
々
で
あ
っ
た
も
の
を
流

　
　
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
屋
根
・
台
座
を
別
材
と
し
て
二
材
以
上
の
石
材
か
ら
な
る
石
造
物

　
　
の
内
接
合
部
の
柄
を
有
し
て
い
る
も
の
は
多
く
、
柄
穴
の
位
置
関
係
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
確
認

　
　
で
き
る
（
図
版
有
、
恥
8
9
・
㎜
・
燗
）
。

　
い
ま
試
み
に
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
デ
ー
タ
の
な
い
部
分
は
記
入
な
し
：
単
位
糎
）
。

　

M
　
位
置
凹
凸
（
長
×
径
／
正
面
向
か
っ
て
右
端
～
中
心
／
左
端
～
中
心
）

　
2
　
下
凹
（
1
4
／
1
6
）

167　166　165　164　153　135　134　132　132　130　129　125　120　99　98　97　26　19　　5

上

凸
（
3
x
4
／
8
／
2
2
）
下
凸
（
2
×
4
／
1
0
／
2
0
）

上
凸
（
欠
損
）
下
凸
（
欠
損
）

上

凸
（
3
×
3
／
1
2
／
川
）
下
凸
（
M
×
3
／
1
2
／
田
）

上
凸
（
欠
損
×
4
／
脳
／
邸
）
下
凹
（
脳
×
隔
）

下

凸
（
5
×
5
／
脳
／
1
7
）
ほ
ぞ
は
四
角
柱

下

凸
（
3
×
5
／
1
7
／
隔
）

上
凸
（
“
×
8
／
1
6
／
1
4
）

下

凸
（
2
x
6
／
1
4
／
1
2
）

上

凸
（
欠
損
／
山
／
1
3
）
下
凸
（
2
×
4
／
山
／
1
2
）

上

凸
（
1
×
4
／
眠
／
1
3
）
下
凸
（
H
／
山
）

上
凸
（
“
×
“
／
邸
／
1
0
）
下
凸
（
“
×
回
／
1
1
／
1
1
）

下

凹
（
m
×
1
8
）
屋
根
部
分

上

凸
（
4
×
4
／
1
1
／
1
1
）
下
凸
（
欠
損
×
4
／
1
1
／
1
0
）

下
凸
（
“
x
日
／
日
／
日
）

上

凸
（
4
×
5
／
1
4
／
1
5
）
下
凸
（
6
×
6
／
1
5
／
1
5
）

下
凸
（
4
×
“
／
1
4
／
1
7
）

下
凸
（
踊
×
“
／
隔
／
1
0
）

下
凸
（
踊
×
5
／
山
／
山
）

上
凸
（
欠
損
×
4
／
顕
／
1
2
）

右
デ

ー
タ
か
ら
は
柄
位
置
が
必
ず
し
も
中
央
に
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
1
7
）
　
類
型
分
類
上
苦
慮
し
た
の
は
主
に
以
下
の
点
で
あ
る
。

①
寄
棟
状
の
廟
の
外
縁
部
が
山
型
の
上
部
に
刻
ま
れ
た
条
線
と
区
別
し
が
た
い
中
間
的
な
も
の

　
　
が
あ
る
。

②

箱
型
の
身
部
の
み
が
残
る
遺
物
の
原
形
が
如
何
な
る
形
態
で
あ
っ
た
か
は
推
測
の
域
を
出
な

　
　
い
。

③

石
仏
に

屋
根
が
付
く
場
合
に
石
仏
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
。

（
1
8
）
　
他
地
域
の
法
華
宗
寺
院
内
墓
地
に
合
祀
さ
れ
る
石
造
物
に
は
五
輪
塔
を
刻
む
も
の
が
あ
り
、

　
　
五
輪
塔
を
刻
む
石
造
物
が
法
華
関
連
の
遺
物
で
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
人
名
を
刻
む

　
　
も
の
は
あ
る
（
恥
瑚
「
道
珍
上
座
」
馳
班
「
永
春
首
座
」
）
。

（
1
9
）
　
石
に
刻
ま
れ
た
法
名
に
「
妙
・
宗
・
道
・
珍
・
春
」
等
の
文
字
が
多
い
の
は
す
べ
て
の
宗
派

　
　
に
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
没
年
と
法
名
の
両
者
が
文
献
史
料
と
一
致
し
な
い
限
り
使
え
る
も
の

　
　
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
今
回
調
査
し
た
石
造
物
の
被
供
養
者
が
文
献
史

　
　
料
と
一
致
す
る
例
は
な
か
っ
た
。

（
2
0
）
　
た
だ
し
「
永
建
寺
衆
僧
井
末
寺
戒
蝋
帳
」
（
「
永
建
寺
文
書
」
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
一

　
　
巻
、
所
収
）
に
は
法
名
が
な
く
不
審
で
あ
る
。
同
帳
は
得
度
を
受
け
た
者
の
名
前
を
記
す
も
の

74
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で
あ
り
、
天
文
年
間
ま
で
は
同
筆
、
以
下
書
継
の
巻
子
本
で
あ
る
。
「
永
春
」
は
「
天
正
十
五

　
　
年
丁
亥
二
月
十
五
日
」
と
し
て
み
ら
れ
る
が
、
M
鵬
に
は
「
永
禄
元
年
正
月
十
二
日
」
と
記
年

　
　
が
あ
り
、
こ
れ
が
供
養
塔
で
あ
る
以
上
同
一
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
永
禄
の
改
元

　
　

は
二
月
で
あ
る
の
で
、
後
日
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
2
1
）
　
能
登
妙
成
寺
、
本
興
寺
に
は
敦
賀
で
検
出
し
た
も
の
と
酷
似
す
る
石
造
物
群
が
分
布
す
る
。

　
　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
2
2
）
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
第
四
〇
次
調
査
で
は
、
題
目
を
刻
む
石
造
物
、
木
製
品
な
ど
が
多
数
調

　
　
査
さ
れ
て
い
る
（
北
陸
中
世
土
器
研
究
会
「
第
7
回
北
陸
中
世
土
器
研
究
会
中
世
北
陸
の
寺
院

　
　
と
墓
地
」
一
九
九
四
年
、
な
ど
）
。

（
2
3
）
　
『
敦
賀
市
史
』
（
史
料
編
第
二
巻
所
収
、
一
九
七
八
年
）
。

（
2
4
）
　
近
藤
喜
博
「
越
前
一
乗
谷
の
清
原
宣
賢
－
天
文
十
二
年
記
よ
り
ー
」
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
一

　
　
八
〇
号
一
九
六
六
年
）
。
な
お
、
史
料
中
の
割
注
は
［
］
で
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
2
5
）
　
『
因
縁
抄
・
六
難
九
易
」
（
古
典
文
庫
四
九
五
　
阿
部
泰
郎
編
『
因
縁
抄
』
所
収
）
。
こ
の
書

　
　
は
洛
中
の
某
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
法
華
経
宝
塔
品
の
談
義
講
説
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
な
お
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
身
延
山
大
学
の
寺
尾
英
智
助
教
授
よ
り
御
教
示
頂
い
た
。

（
2
6
）
　
日
蓮
宗
各
派
の
寺
伝
に
つ
い
て
は
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
（
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
編
集
委
員
会

　
　
編
、
一
九
八
一
年
）
に
詳
し
い
（
以
下
同
様
）
。
但
し
同
大
鑑
は
基
本
的
に
寺
院
か
ら
の
申
請

　
　
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。

（
2
7
）
　
平
等
会
寺
は
も
と
真
言
宗
の
本
山
で
あ
っ
た
が
、
永
仁
二
年
に
日
像
の
北
陸
弘
通
に
際
し
折

　
　
伏
さ
れ
法
華
宗
に
な
る
と
す
る
。
そ
の
後
、
長
享
年
間
に
常
不
軽
院
日
真
が
北
陸
弘
通
を
し
た

　
　
際
に
本
隆
寺
末
寺
と
な
る
。
朝
倉
義
景
と
の
関
係
は
、
禁
制
の
発
給
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き

　
　
る
。

（
2
8
）
　
福
井
県
教
育
委
員
会
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所
編
＝
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
』
（
1

　
　
銘
文
集
成
、
水
藤
眞
氏
執
筆
）
。
銘
文
を
参
照
し
た
板
碑
の
番
号
は
同
報
告
書
に
よ
る
。

（
2
9
）
　
こ
の
供
養
塔
は
他
の
も
の
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
清
原
宣
賢
の
墓
（
五
輪

　
　
塔
）
が
や
は
り
傑
出
し
て
大
き
く
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
石
造

　
　
物
が
水
藤
眞
氏
の
云
わ
れ
る
「
庶
民
の
も
の
で
な
く
、
土
豪
・
朝
倉
氏
家
臣
の
末
端
に
連
な
る

　
　
者
」
（
前
掲
水
藤
論
文
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

（
3
0
）
『
賀
越
闘
謹
記
』
一
（
『
蓮
如
　
一
向
一
揆
』
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
）
の
天
文
十
七
年

　
　
三
月
孝
景
逝
去
の
際
の
伝
記
に
は
「
此
時
寺
舎
多
ク
建
立
ア
リ
、
英
林
寺
・
子
春
寺
・
天
沢
寺

　
　
・
寿
恩
寺
ノ
塔
・
性
安
寺
・
遊
楽
寺
・
英
仙
寺
・
賢
松
院
・
又
叡
山
ニ
モ
仏
宇
ヲ
造
立
ア
リ
」

　
と
あ
る
。

（
3
1
）
『
賀
越
闘
課
記
』
一
（
『
蓮
如
　
一
向
一
揆
』
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
水

　

藤
氏
は
前
掲
書
の
中
で
、
こ
の
部
分
を
「
造
立
の
契
機
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
本

　

稿
で

は
、
法
華
経
が
読
調
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。

（
3
2
）
　
羽
咋
市
永
光
寺
所
蔵
（
『
福
井
市
史
』
資
料
編
2
　
古
代
中
世
、
所
収
、
一
九
八
九
年
）
の

　
　
も
の
。
横
浜
市
朝
倉
俊
徳
家
蔵
の
「
日
下
部
氏
朝
倉
系
図
略
」
で
は
、
同
様
の
箇
所
が
「
洛
陽

　
　
清
水
寺
新
観
音
堂
建
立
、
不
断
経
在
之
、
於
一
乗
経
堂
建
立
毎
年
千
部
執
行
」
と
な
る
。

（
3
3
）
　
河
野
浦
の
流
通
業
者
に
つ
い
て
は
廻
運
・
馬
借
の
存
在
形
態
と
い
っ
た
観
点
か
ら
次
の
研
究

　
　

が
あ
る
。

　
　
　
脇
田
晴
子
「
敦
賀
湾
の
廻
運
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
海
海
運
史
の
研
究
』
）
、
刀
祢
勇
太
郎
「
河

　
　
野
・
今
泉
の
廻
運
に
つ
い
て
」
（
同
上
）
、
水
藤
眞
「
越
前
海
岸
の
一
小
港
今
泉
浦
の
中
世
末
」

　
　
（
三
乗
谷
史
学
』
別
冊
五
）
、
佐
々
木
銀
弥
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
塩
の
流
通
」
（
『
日
本
塩
業

　
　
大
系
』
原
始
・
古
代
・
中
世
）
、
小
泉
義
博
「
中
世
越
前
国
に
お
け
る
北
陸
道
」
（
『
日
本
海
地

　
　
域
史
研
究
』
三
）
、
同
「
両
浦
・
山
内
の
馬
借
」
（
『
武
高
評
論
』
＝
三
。

（
3
4
）
　
「
龍
華
歴
代
師
承
傳
」
は
『
大
日
本
史
料
』
の
日
像
伝
記
に
依
っ
た
。

（
3
5
）
　
『
敦
賀
郡
誌
』
（
第
四
編
　
社
寺
古
蹟
　
第
二
章
　
寺
院
）
妙
顕
寺
の
項
に
は
「
日
蓮
の
高
弟

　
　
日
像
、
帝
都
に
上
り
て
大
に
宗
風
を
振
興
せ
ん
と
欲
し
、
鎌
倉
を
登
し
て
佐
渡
に
渡
り
、
日
蓮

　
　
の

璽
蹟
を
弔
ひ
、
能
登
に
航
し
、
加
賀
越
前
を
教
化
し
て
、
翌
二
年
（
永
仁
二
年
）
河
野
浦
よ

　
　
り
敦
賀
に
倒
れ
り
」
と
あ
り
、
日
像
が
河
野
浦
よ
り
敦
賀
に
来
た
と
す
る
も
、
「
河
野
浦
」
の

　
　
部
分
は
根
拠
不
明
。

（
3
6
）
　
常
慶
の
常
と
秀
栖
の
栖
を
と
っ
て
常
栖
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
。

（
3
7
）
　
前
掲
の
水
藤
眞
「
越
前
海
岸
の
一
小
港
今
泉
浦
の
中
世
末
」
（
『
一
乗
谷
史
学
』
別
冊
五
）
に

　
　
は
題
目
を
刻
む
板
碑
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
8
）
　
前
掲
拙
稿
（
「
表
1
　
鋳
物
師
石
造
物
」
の
M
6
3
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
隆
純
覚
位
天
文
九

　
　
年
三
月
廿
九
日
／
妙
純
霞
逆
修
」
）
参
照
。

（
3
9
）
　
常
栖
寺
本
堂
脇
に
は
石
禽
に
収
め
ら
れ
た
笠
塔
婆
一
基
、
供
養
塔
二
基
、
一
石
五
輪
塔
四
基

　
　
が
あ
る
が
、
常
慶
・
秀
栖
の
も
の
以
外
は
新
し
い
石
造
物
で
あ
る
。
ま
た
本
堂
裏
に
は
無
縁
霊

　
　
と
し
て
板
碑
型
で
身
部
に
笠
塔
婆
・
五
輪
塔
・
石
仏
・
題
目
を
刻
む
も
の
が
十
余
点
存
在
す

　
　
る
。
こ
れ
ら
は
敦
賀
で
見
ら
れ
る
も
の
と
全
く
同
一
の
形
態
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
法
量
等

　
　
を
含
め
た
調
査
の
所
見
は
、
後
日
あ
ら
た
め
て
報
告
し
た
い
。

（
4
0
）
　
「
中
屋
常
慶
置
文
」
（
「
西
野
次
郎
兵
衛
家
文
書
」
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
所
収
）
。

（
4
1
）
　
文
政
十
三
年
寅
四
月
付
「
御
改
二
付
差
上
書
控
」
（
「
常
栖
寺
文
書
」
『
河
野
村
誌
』
資
料

　
　
編
、
　
一
九
入
○
年
）
。

（
4
2
）
　
「
中
屋
右
衛
門
尉
書
状
」
（
「
西
福
寺
文
書
」
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所
収
、
一
九
八
〇

　
　
年
）
。

（
4
3
）
　
「
○
霊
供
田
二
段
寄
進
ノ
記
事
前
号
文
書
ト
ノ
関
連
ニ
ヨ
リ
シ
バ
ラ
ク
コ
コ
ニ
収
ム
」
と
す

　
　
る
。
前
号
文
書
は
敦
賀
庄
左
衛
門
二
郎
の
寄
進
状
で
、
内
容
的
に
直
接
関
係
を
持
つ
も
の
で
は

　
　
な
い
。

（
4
4
）
寛
正
六
年
六
月
二
十
一
日
付
。
勾
当
原
村
・
湯
屋
・
別
所
の
馬
借
中
が
商
売
に
つ
い
て
取
り
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決
め
た
も
の
。

（
4
5
）
　
慶
長
十
四
年
五
月
十
一
日
付
「
法
華
宝
印
起
請
文
」
（
「
中
村
三
之
丞
家
文
書
」
『
福
井
県

　

史
』
資
料
編
6
、
所
収
）
。
こ
の
起
請
文
は
「
法
花
宝
印
起
請
文
之
写
」
と
し
て
「
舟
寄
山
之

　
　
儀
、
河
野
と
赤
萩
与
相
論
御
座
候
二
付
而
、
有
や
う
二
申
上
起
請
文
之
事
」
で
は
じ
ま
り
血
判

　
　
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
同
内
容
の
起
請
文
が
、
白
崎
村
・
妙
法
寺
村

　
　
・
春
日
野
村
の
連
名
で
方
便
法
身
尊
像
裏
に
、
勾
当
原
村
か
ら
は
阿
弥
陀
来
迎
図
裏
に
し
た
た

　
　
め
ら
れ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
に
よ
る
相
違
で
あ
ろ
う
。
な
お
法
華
宝
印
起

　

請
文
の
み
は
原
本
無
く
、
注
記
に
「
○
本
文
書
ハ
「
御
奉
書
覚
」
ヨ
リ
抄
出
シ
タ
」
と
あ
る
。

（
4
6
）
　
水
藤
氏
前
掲
三
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
』
（
1
　
銘
文
集
成
）
あ
と
が
き
に
は
「
し

　
　
か
し
、
一
体
全
体
何
を
調
査
す
る
の
か
？
（
目
的
）
。
法
名
と
年
月
日
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い

　
　
も
の
を
調
べ
て
何
が
解
る
の
か
？
（
結
果
）
。
更
に
三
千
体
も
の
も
の
を
、
ど
う
調
査
・
整
理

　
　
し
て
行
っ
た
ら
良
い
の
か
（
方
法
・
手
段
）
」
と
調
査
に
対
す
る
不
安
を
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
こ
と
は
全
く
本
調
査
に
も
そ
の
ま
ま
（
個
体
数
は
大
幅
に
少
な
い
が
）
当
て
は
ま
る
こ
と

　
　
で
あ
る
。

（群
馬
県
立
女
子
大
学
・
立
正
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
一
九
九
九
年
五
月
七
日
　
審
査
終
了
受
理
）
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表

1
　
松
島
石
造
物

阯

外
形

身
部
彫
刻

天
線

側
枠

頂

部

総
高

幅

奥
行

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

1

石
仏
n

田

2
1

邸

下
部
欠

2

石
禽
型

1
0

3
0

m

屋
根
部
分
の
み

3

石

仏
1

4
8

脳

1
2

4

一
石
五
輪

漏

1
2

1
2

火
水
地
輪

5

石
寵
型

宝
薩
印
双
塔

○

3
7

3
0

1
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
妙
金
禅
門
／
八
月
十
二
日
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
妙
好
禅
尼
／
寛
正
四
年
十
月
二
十
九
日

屋
根
・
底
部
別
材
、
口
絵
参
照

『郡
』

6

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
5

脳

1
5

側
部
小
欠

7

板
碑
型

五
輪
双
塔

娼

2
5

踊

上
部
欠

8

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
4

2
4

1
5

下
部
欠

9

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

3
4

路

1
8

下
部
欠

10

板
碑
型

五
輪
塔

2
7

1
8

隔

上
部
欠
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
定

11

板
碑
型

五
輪
双
塔

2
5

脳

1
1

上
部
欠

12

板
碑
型

五
輪
塔

○

5
0

2
3

1
6

梵
字

上
部
欠

13

板
碑
型

石
仏

○

山
型

4
8

脳

1
6

額
部
突
起
有

14

板
碑
型

笠
塔
婆

○

○

山
型

1
6

加

1
6

15

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

5
1

脳

1
5

上
部
半
欠

16

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

5
1

脳

踊

17

板
碑
型

五
輪
塔

○

丸
形

4
9

2
7

田

下
部
欠

18

石
仏
1

4
1

2
4

隔

19

石
禽
型

題
目

○

3
9

眠

1
4

南
無
妙
法
口
華
経
／
口
口
／
口
口
／
口
口

屋
根
台
座
別
材

20

板
碑
型

五
輪
塔

4
3

2
3

1
2

右
半
分
欠

21

板
碑
型

五
輪
塔

○

4
2

2
4

1
5

妙
聖
禅
門
／
口
口
禅
口

五
輪

は
扁
平

22

板
碑
型

題
目

○

山
型

3
7

1
8

1
4

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
無
二
亦
無
三
／
除
佛
方
便
口
（
説
）
／
文
明
十
七
年
／
二
月
十
五
日
／
妙
行
／
聖
住

口
絵
参
照

『郡
』
、
橋
詰
4
8

23

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

3
6

1
8

顕

五
輪

は
扁
平

24

板
碑
型

五
輪
双
塔

鵠

2
3

日

上
部
欠

25

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

2
8

2
2

1
2

下
部
欠

26

石
禽
型

笠
塔
婆

○

顕

眠

1
1

南
無
妙

徳
力
）
元
年
十
二
月
八
日

屋
根
口
絵
参
照

『郡
』

27

板
碑
型

五
輪
塔

屋
根
型

3
3

2
2

1
3

身
部
で
割
れ
る

28

石
仏
1

3
2

顕

踊

29

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

丸
形

隔

1
9

眠

下
部
欠

30

石

仏
1

4
2

2
9

1
7

77



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第83集2000年3月

悦

外
形

身
部
彫
刻

天
線

側
枠

頂

部

総
高

幅

奥
行

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

31

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

編

2
0

1
8

外
形
は

自
然
石
に
近
い

32

板
碑
型

石
仏

○

山
型

4
2

2
4

1
9

石
材
は

石
仏

1
に
等
し
い

33

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

4
9

2
1

1
5

五
輪
に

基
壇
有
り

34

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

眠

2
5

1
4

35

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
5

2
0

1
3

上
部
小
欠
、
五
輪
は
扁
平

36

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

4
0

脳

9

五
輪
は
扁
平

37

板
碑
型

笠
塔
婆
双
塔

○

○

山
型

眠

2
6

1
5

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
文
明
三
年
／
二
月
冊
日

38

板
碑
型

笠
塔
婆

○

山
型

5
4

2
1

1
7

南
無
妙
法
蓮
華
経
力

笠
塔
婆
に

基
壇
有
り

39

板
碑
型

五
輪
塔

○

屋
根
型

6
0

2
1

隔

五
輪

に
基
壇
有
り

40

石
仏
1

5
5

2
3

1
5

41

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
8

2
5

1
8

梵

梅
原
4
5

42

板
碑
型

石
仏
双
像

○

山
型

5
4

3
4

1
8

石
材

は
石
仏
1
に
等
し
い

43

石
寵
型

題
目

屋
根
型

咀

脳

1
6

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
逆
修
妙
禅
／
妙
顧
禅
門

台
座
別
材
力

44

石
仏
1

4
0

2
3

1
5

45

板
碑
型

石
仏

山
型
力

4
1

2
4

隔

上
部

46

板
碑
型

石
仏

丸
形

5
0

脳

1
4

石
材
は

石
仏

n
に
等
し
い

47

石
仏
1

4
2

2
2

1
6

48

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

田

脳

1
3

五
輪

は
扁
平

49

石
仏
1

脳

編

1
2

50

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
2

2
0

1
5

51

板
碑
型

五
輪
塔

4
6

1
9

1
1

52

板
碑
型

笠
塔
婆

○

4
5

隔

1
2

額
部
突
起

53

石

仏
1

脳

脳

2
0

首
よ
り
上
欠
、
近
年
の
も
の
か

54

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

3
8

2
0

1
6

55

板
碑
型

五
輪
双
塔

4
5

2
7

隔

上
部
欠

56

石

仏
1

4
6

2
6

1
8

57

板
碑
型

石
仏

丸
形

4
7

2
9

山

石
材
は
石
仏
1
に
等
し
い

58

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

4
8

2
6

1
7

五
輪

は
扁
平

59

石
仏
1

5
0

2
9

1
5

60

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

4
7

2
2

隔

61

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

6
8

2
7

1
8

62

石
仏
1

4
6

2
1

1
6

63

板
碑
型

五
輪
双
塔

丸
形

5
7

2
6

1
9

64

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

6
5

2
8

1
9
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65

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

丸
形

6
9

2
3

1
2

66

石
仏
1

5
5

2
9

2
3

67

石
仏
1

6
0

2
7

1
5

68

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

7
0

2
7

1
5

梵
字
／
口
口
／
口
口

下
部
に
連
弁
を
刻
す
、
極
め
て
装
飾
的
、
口
絵
参
照

69

石
仏
1
（
u
）

3
8

2
6

1
1

上
下

別
材
の
石
仏
を
接
合
す
る

70

石
仏
1

2
7

1
9

眠

71

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

踊

隔

隔

五
輪

は
扁
平

72

石
仏
1

3
2

2
4

1
0

73

板
碑
型

題
目

山
型

編

2
4

1
0

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
典
霊
／
六
月
廿
入
日
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
穏
霊
／
十
二
月
廿
日

74

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

3
0

1
8

1
2

梵
字

五
輪
は

扁
平
、
下
部
欠

75

板
碑
型

題
目

○

○

山
型

必

2
3

1
0

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
口
口
口

76

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

2
9

眠

1
6

梵
字

77

板
碑
型

丸
形

2
7

1
7

7

磨
滅
甚
し

78

石

仏
1

咀

獅

隔

79

石
仏
1

3
7

編

1
6

80

板
碑
型

笠
塔
婆

○

山
型

5
9

2
1

1
2

81

石
仏
1

3
6

2
3

1
1

82

石
仏
1

3
6

隔

1
0

83

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

4
6

2
1

1
2

右
上
部
欠
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華
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／
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／
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／
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双
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／
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華
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双
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／
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双
塔

○

山
型

1
6

脳

1
0

下
部
欠
、
額
部
突
起

m
笠
塔
婆

題
目

○

1
4

1
1

1
1

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
享
徳
二
年
六
月
廿
二
日

笠
塔
婆
身
部
の
み

鵬
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

編

2
6

1
2

額
部
突
起

m
板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

2
1

2
0

8

妙
阿

五
輪

は
扁
平

田
石
仏

脳

2
3

1
2

照
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
4

2
3

1
3

下

部
欠
、
五
輪
は
扁
平

m
石
仏
1

2
3

隔

1
2

四
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
1

1
8

1
0

表
面
磨
滅

㎜
板
碑
型

五
輪
双
塔

○

丸
形

4
5

2
2

1
2

蜘
板
碑
型

五
輪
塔

○

丸
形

3
9

脳

隔

皿
石
仏
1

眠

2
1

7

㎜
板
碑
型

石
仏

○

丸
形

眠

2
5

篇

石
材

は
石
仏
n
に
等
し
い

……

石
寵
型

天
蓋

題
目

○

眠

隔

隔

南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
大
士
／
宗
福
／
妙
浄

屋
根
台
座
別
材

ぷ
石
仏
1

4
3

2
5

1
3

慨
石
仏
1

隔

2
2

1
1

熾

一
石
五
輪

1
4

1
1

1
1

下
部
欠

卿
石
仏
n

4
3

2
8

1
0

随
石
寵
型

文
字

○

4
0

3
0

1
3

道
珍
上
座

屋
根
台
座
別
材

㎜
板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
8

2
2

1
3

㎜
石
仏
1

3
9

脳

1
2

聞

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

4
0

1
8

1
2

五
輪
は
扁
平

瑠
石
仏
1

4
0

脳

晒

皿
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

μ

2
1

山

蹴
板
碑
型

五
輪
塔

丸
形
力

3
8

胴

1
3

五
輪
は

扁
平

班
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
4

1
6

1
2

皿
板
碑
型

石
仏

山
型

5
1

2
4

1
2

石
材

は
石
仏
H
に
等
し
い

旬
板
碑
型

笠
塔
婆

○

○

山
型

5
4

隔

隔

『郡
』
カ

跳
石
仏
1

5
5

2
6

1
5

珊
板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

5
8

2
3

1
0

梵
字

82



古川元也［越前における法華宗の展開と法華経信仰］

卿
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
4

2
1

斑

㎝
板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

5
2

2
4

1
7

額
部
突
起

蹴
石
仏
1

3
8

2
5

隔

㎜
板
碑
型

五
輪
双
塔

○

丸
形

4
2

隔

1
3

表
面
荒
れ

巫
石
仏
1

5
0

2
4

1
8

猫
板
碑
型

文
字

屋
根
型

5
5

2
5

1
1

梵
字
／
永
春
首
座
／
永
禄
元
年
正
月
十
二
日

石
材
特
異
、
口
絵
参
照

橋
詰
4
8

細
一
石
五
輪
塔

5
0

臼

踊

梵
字
／
妙
口
／
明
応
十
年
／
三
月
廿
二
日

㎜
石
仏
1

6
9

誕

2
2

合
祀
場
所
の
中
心
地
蔵

㎜
板
碑
型

石
仏

丸
形

田

2
6

1
4

石
材
は
石
仏
H
に
等
し
い

㎜
板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

2
7

1
9

隔

下
部
欠

㎝
板
碑
型
力

五
輪
塔

○

2
8

2
2

1
2

上
部
欠

狙
石
仏
1

3
8

2
2

1
4

犯
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
9

1
9

1
9

右
下
欠

田
石
仏
1

3
0

3
1

1
2

脳
石
仏
1

4
0

1
9

1
2

ぴ
石
仏
1

2
1

1
9

1
2

㎜
板
碑
型

石
仏

山
型

4
8

2
1

1
2

石
材

は
石
仏
H
に
等
し
い

魏
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

5
2

咽

日

鍋
石
仏
立
像
1

3
2

2
3

山

魏
板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

3
2

2
5

脳

左
下
少
欠

脚
板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

5
7

2
5

1
2

田
板
碑
型

五
輪
塔

3
2

2
0

1
3

上
下
欠

盟
板
碑
型

五
輪
塔

2
3

1
8

8

上
部
欠

㎜
板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

1
3

脳

1
3

下
部
欠

批
板
碑
型

題
目

屋
根
型

1
3

1
6

1
0

下
部
欠

獅
五
輪
塔

3
8

2
8

2
8

地
輪
舞
分
の
み

捌
板
碑
型

五
輪
塔

山
型

1
6

㎞

1
0

下
部
欠

閣
石
仏
1

5
4

3
3

山

四
石
仏
1

4
4

2
8

1
1

捌
石
仏
1

5
1

3
9

1
6

獅
五
輪
塔

踊

1
4

1
4

梵
字

地
輪
部
分
の

み
、
梵
字
を
刻
む

蹴
板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

4
2

臨

1
0

祝
五
輪
塔

1
5

1
5

1
5

梵
字

地
輪
部
分
の
み
、
梵
字
を
刻
む

㎜
板
碑
型

五
輪
塔
力

丸
形

1
9

旧

品

下
部
欠

脳
板
碑
型

石
仏

3
6

2
6

1
0

石
材に
合
祀

獅
石
仏
1

3
3

2
3

1
3

小
屋
内
に
合
祀
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㎞

外
形

身
部
彫
刻

天
線

側
枠

頂

部

総
高

幅

奥
行

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

蹴
石
仏
1

3
1

2
1

隔

小
屋
内
に
合
祀

劉
石
仏
1

3
8

2
9

1
2

小
屋
内
に
合
祀

蹴
石
仏
1

3
3

2
1

ぽ

小
屋
内
に
合
祀

㎜
石
仏
1

3
9

2
7

踊

小
屋
内
に
合
祀

脚
板
碑
型

石
仏

屋
根
型

3
5

2
0

1
7

石
材
は

石
仏

に
合
祀

盟
石
仏
n

3
7

2
4

8

小
屋
内
に
合
祀

蹴
石
仏
1

3
4

2
4

1
1

小
屋
内
に
合
祀

脇
石
仏
1

3
6

2
5

1
1

小
屋
内
に
合
祀

幽
石
仏
1

3
1

2
2

8

小
屋
内
に
合
祀

％
板
碑
型

石
仏

3
3

2
5

山

石
材合
祀

鰯
石
仏
1

2
4

2
3

山

小
屋
内
に
合
祀

脚
板
碑
型

石
仏

3
6

2
3

9

石
材
は

石
仏

に
合
祀

拠
石
仏
H

2
2

隔

1
0

小
屋
内
に
合
祀

脇
石
仏
1

3
8

2
8

山

小
屋
内
に
合
祀

捌
石
仏
1

鵬

5
0

2
9

松中
地
蔵
菩
薩
と
し
て
小
屋
内
に
合
祀
さ
れ
る
も
の
の
主
尊

田

板
碑
型

笠
塔
婆

○

4
6

脳

1
3

妙
法
蓮
華
経
／
祐
信
禅
尼
／
永
享
（
禄
力
）
十
一
年
／
九
月
廿
口
日

上
部
欠

呪
笠
塔
婆

題
目

○

脳

山

隔

身
部
の
み

田
笠
塔
婆

題
目

○

3
5

1
4

編

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
授
与
之
法
名
／
応
永
廿
年

身
部
の
み
、
下
部
欠

砲
石
寵
型

宝
薩
印
塔

○

1
9

2
7

1
2

妙
口
逆
口
（
修
力
）

屋
根
別
材
、
下
部
欠

踊
石
翁
型

宝
薩
印
塔

○

1
8

2
5

9

上
下
部
欠

細
板
碑
型

題
目

○

丸
形

隔

隔

ぽ
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
成
椿
霊
／
永
禄
五
年
／
三
月
五
日
／
逆
修
妙
本
（
珍
力
）

額
部
突
起

田
石
禽
型

笠
塔
婆

○

脳

2
3

1
0

無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
壽
逆
修
／
妙
禅
霊
位

台
座
別
材
、
上
部
欠

細
板
碑
型

題
目
力

山
型

1
5

隔

1
0

南
無

下
部
欠

捌
石
寵
型

題
目
力

○

3
5

脳

1
4

南
無
口
口
口
華
経
／
口
月
／
口
口
逆
修

屋
根
別
材
力
、
表
面
剥
離

捌
板
碑
型
力

題
目

○

1
8

1
0

1
4

華
経
、
法
悟

身
部
の
み
、
上
部
、
右
半
分
欠

＊
法
量
は
、
お
お
よ
そ
の
寸
法
を
五
粍
単
位
で
計
測
し
、
石
材
の
最
大
寸
法
を
採
寸
し
た
。
材
に
よ
っ
て
は
先
行
研
究
所
載
の
寸
法
と
わ
ず
か

　
に
差
異
を
生
じ
て
い
る
。

＊
銘
文
は
、
現
在
で
は
判
読
不
可
能
に
な
っ
た
箇
所
を
先
行
の
諸
研
究
で
補
っ
た
所
が
あ
る
。

＊
表
中
、
『
郡
』
と
あ
る
の
は
『
敦
賀
郡
史
』
（
一
〇
七
二
ー
七
三
頁
）
を
、
「
梅
原
」
と
あ
る
の
は
『
考
古
学
雑
誌
』
所
収
の
梅
原
論
文
（
四

　
四
頁
）
を
、
「
橋
詰
」
s
と
あ
る
の
は
『
敦
賀
市
史
研
究
』
所
収
の
橋
詰
論
文
を
指
し
、
梅
原
・
橋
詰
論
文
に
あ
っ
て
は
掲
載
頁
を
示
し
た
。
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指標石造物

Nα97　石寵型多宝塔 Nα52Nα38（条線・側枠有） Nα34　板碑型五輪双塔 Nα23　板碑型五輪塔

Nα172笠塔婆（身部） Nα166　板碑型笠塔婆双塔　　Nα98　同上（条線・側枠有） Nα21　同上（条線有）

Nα40　石仏1 Nα162　板碑型題目 No134　石命型五輪双塔 Nα33　同上（側枠有）

No13石仏H No130　石禽型題目 Nα38　板碑型笠塔婆

　　　（条線有）

Nα39　同上（条線側枠有）
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凡
　
　
例

一

、
松
川
石
造
物
群
の
う
ち
優
品
の
み
を
掲
げ
た
。
番
号
は
本
文

　
表
1
の
番
号
（
ゴ
チ
ッ
ク
）
と
対
応
し
て
い
る
。

一

、
碑
に
応
じ
て
、
或
は
原
石
の
ま
ま
、
或
は
拓
本
を
示
し
た
。

一

、
碑
の
↓
部
は
、
ト
リ
ミ
ン
グ
を
施
し
て
あ
り
全
体
を
示
し
て

　
い
な
い
。

謬
難
灘
蓮

　　　　　　　　雛　　　　　灘鑛
驚
議
．
、

ご
灘
謀

Nα21Nα41

Nα12Nα22Nα43

No19Nα37

す診’」肖　　　　　＼織べ∵㌘ペベぶぷ

　　　　　譲羅＿

Nα73
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灘
騰礫灘畿、

灘韓

．

・
濠W

難
難
　
灘

Nα101

Nα108

Nα109

Nα89（上部）

Nα98

Nα99

Nα75

Nα89

Nα89（底部）



No132

Nα132（底部）

Nα132（屋根）

No120

Nα125

Nα130

Nα110

…
　
藤
難
雛
灘
難
鰭

慧
　

　　　　　蝶
、
灘
糠
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
稔
　
…
　
　
、
簸
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
以
ξ
孫
胃
　
　
㌧
　
シ

No117
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Nα164

蝦、獅

　　No164

纏灘嫁懸慈鰍

（同上拓本）

Nα165

89

Nα153

頴
織
※
　
、
疹

　　　　　　難、

Nα153（同上拓本）

・馨きぷ㌻『i恒ベジ巧．、，．　ご

　　　ふ　ぺ　　　　　げ　　　σ　‘ひ∨　」　　　　　　　　　　　　　　　　町

　　　　　　　　　　　ド　　　　　ヒ

　　　　　‘遙

　　　　　　　No．162

Nα132（屋根底部）

No134

Nα135



Nα183 Nα172（正面）

。∬

Nα165（底部）

、ご該；・

∠

Nα188 Nα172（背面） Nα166

Nα197

雛
縫
燃

Nα174 Nα167
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　　耀鍵醗
NQ252　左側面（斜光照射）

Nα253　正面（斜光照射）

Nα253　右側面（斜光照射）

91

Nα251

糠懸欝
Nα252　正面（斜光照射）

磯

馨
霧

Nα252　右側面（斜光照射）

Nα205

Nα206

No206　（地輪部拡大）



No253　左側面（斜光照射）

　　ぺ㏄1シ㌘　　　・

　　　鰹：．

　　　　㌘’芦　．！

　　　　　　　豪　　　∀〆

　　　　　　　　　　　　　〆

No256　（斜光照射）Nα259

Nα254Nα257

　　　｛昧照続
　　　　　Nα260

Nα255No258

逗勲
鑛
欄
鑛
．
灘
灘
　
ー

、
．
錨
騰
講
鷺
難
糖
騰
嬉
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